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東シンブー諸語の所有者人稱接尾辭について ∗

Possessive suffixes in the East Simbu languages

千田俊太郞
TIDA Syuntarô

1 はじめに

東シンブー諸語はパプア・ニューギニアのシンブー州北部の廣範圍にわたつて話されて
ゐる系統的に非常に近い言語群であり、シンブー語族の二大語派の一つをなす。言語・方
言の區分もまだ確定できないところが多いが、本稿では千田 (2011)で「グループ」と考へ
たクマン、ゴリン、スワウェなどの單位を言語とし、その變種を方言として扱ふ。
東シンブー諸語の形態法はあまり複雜ではない。名詞につくある程度生產的な接辭とし

ては唯一のものが、所有者の人稱・數を表はす接尾辭 (所有者人稱接尾辭)である。この接
尾辭群が義務的につく一群の名詞がある。親族や身體部位を主に表はす名詞の下位類 (分
離不可能名詞)である。分離不可能名詞にとつては所有者の人稱・數が屈折範疇をなすわ
けである。頻度は落ちるが一般名詞 (分離不可能名詞ではない名詞)にも、所有者人稱接尾
辭は任意につく。
東シンブー諸語の一つであるドム語の場合、一般名詞につく所有者人稱接尾辭は常に同

じ形式を取る。次の例の通り、1人稱單數、2人稱單數、3人稱單數、人稱による區別のな
い非單數 *1 の四つが區別される (千田 2002)。

(1) a. £Ďbola

豚
「豚」(所有者標示なし)

∗ 本論文は科學硏究費補助金 (硏究課題番號: 25284078(代表者千田俊太郞)、20720107(代表者千田俊太郞)、
及び、20320065(代表者大西正幸))の硏究成果である。本硏究のための調査においては多くの方々にご協
力をいただいた。記して謝意を表する。それぞれのお名前と背景は言語・方言別に註を設けた。

*1 ドム語の動詞は、主語の人稱・數により屈折する。主語の數は、主語が人間のとき單數、雙數、複數 (3人
以上)の數範疇が義務的に區別される。動詞に見られる 3人以上を表はす「複數」のために複數といふ用語
を使ふことにしたい。そのためここに見られる 2人以上を表はす數範疇を非單數と呼ぶことにする (Tida

2006: 85)。
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b. £Ďbola-na

豚-1SG.POSS
/ £Ďbola-n

豚-2SG.POSS
/ £Ďbola-m

豚-3SG.POSS
/ £Ďbola-ne

豚-NSG.POSS

「私の/お前の/彼・彼女の/我々・お前たち・彼らの豚」

分離不可能名詞につく所有者人稱接尾辭には、次の (2)に示す異形態がある。

(2) a. 1人稱單數: -na, -a, -e

b. 2人稱單數: -n, ∅

c. 3人稱單數: -m, -i, -e, ∅

d. 非單數: -ne

分離不可能名詞につく所有者人稱接尾辭の異形態の組み合はせは一部音韻的な條件で說明
できるが、基本的には語彙的に決まつてゐる。所有者人稱接尾辭の異形態の現はれ方で分
離不可能名詞の屈折類を設定することになる (Tida 2006: 103)。6種類の基本屈折類が存在
する。

(3) a. £
Ă
wa-na

息子-1SG.POSS
/ £

Ă
wa-n

息子-2SG.POSS
/ £

Ă
wa-m

息子-3SG.POSS
/ £

Ă
wa-ne

息子-NSG.POSS

「息子、兄弟の息子」 -na/-n/-m/-ne型 (3人稱-m型)
b. £Ĺmr-na

肝肺-1SG.POSS
/ £Ĺmr-n

肝肺-2SG.POSS
/ £Ĺmr-i

肝肺-3SG.POSS
/ £Ĺmr-ne

肝肺-NSG.POSS

「肝臟、肺」 -na/-n/-i/-ne型 (3人稱-i型)
c. £Ĺoml-na

目-1SG.POSS
/ £Ĺoml-n

目-2SG.POSS
/ £Ĺoml-e

目-3SG.POSS
/ £Ĺoml-ne

目-NSG.POSS

「目」 -na/-n/-e/-ne型 (3人稱-e型)
d. £Ďgla-na

口-1SG.POSS
/ £Ďgla-n

口-2SG.POSS
/ £Ďgla-∅

口-3SG.POSS
/ £Ďgla-ne

口-NSG.POSS

「口」 -na/-n/-∅/-ne型 (3人稱-∅型)
e. £Ĺal-a

兄弟-1SG.POSS
/ £Ĺal-n

兄弟-2SG.POSS
/ £Ĺal-e

兄弟-3SG.POSS
/ £Ĺal-ne

兄弟-NSG.POSS

「兄、弟、父方平行いとこ (男性)」 -a/-n/-e/-ne型 (1人稱-a型)
f. £Ĺdi-e

同名者-1SG.POSS
/ £Ĺdi-n

同名者-2SG.POSS
/ £Ĺdi-m

同名者-3SG.POSS
/ £Ĺdi-ne

同名者-NSG.POSS

「同名の人、父方のをば、父方のをばの配偶者」 -e/-n/-m/-ne型 (1人稱-e型)
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3人稱-m型は 1人稱單數/2人稱單數/3人稱單數/非單數の所有者を表はす接尾辭の形式
が一般名詞と同一であり、それぞれ-na/-n/-m/-neを後續させる (3a)。3人稱-m型に屬する
語幹は末音に子音が來ることも母音が來ることもある。
3人稱-i型 (3b)、3人稱-e型 (3c)は子音終はりの語幹の一部がこれに屬し、接尾辭は 3人

稱單數でそれぞれ-i、-eの形式を取るほかは 3人稱-m型と同一である。
3人稱-∅型は全て母音終はりであり、接尾辭は 3人稱單數で-∅の形式を取るほかは 3人

稱-m型と同一である。やはり全ての母音終はりの語幹がここに含まれるわけではない (cf.

3a, 3f)。
1 人稱-a 型に屬するのは全てが l 終はりの親族名稱である。接尾辭の形式はそれぞれ

-a/-n/-e/-neであり (3e)、1人稱が-aの形を取るほか 3人稱が-eの形で出るのが特徵である。
ただし全ての l終はりの語幹がここに含まれるわけではない (cf. 3c)。
1人稱-e型は全て高母音終はりの親族名稱類であり、接尾辭は 1人稱單數で-eの形式を

取るほかは 3人稱-m型と同一である。全ての高母音終はり語幹がこれに所屬するわけでは
ない。
ドム語第一方言では、以上の 6種類の屈折類のうち、3人稱 ∅型と 3人稱-m型は、n終

はりの語幹につく 2人稱所有者接尾辭が ∅になる。次の通りである。

(4) a. £Ĺdan-na

腹-1SG.POSS
/ £Ĺdan-∅

腹-2SG.POSS
/ £Ĺdan-∅

腹-3SG.POSS
/ £Ĺdan-ne

腹-NSG.POSS

「腹」 -na/-∅/-∅/-ne型 (3人稱 ∅型 n語幹)
b. £

Ă
mn-na

姻戚 (女)-1SG.POSS
/ £

Ă
mn-∅

姻戚 (女)-2SG.POSS
/ £

Ă
mn-m

姻戚 (女)-3SG.POSS
/ £

Ă
mn-ne

姻戚 (女)-NSG.POSS

「同性同世代姻戚 (女)」 -na/-∅/-m/-ne型 (3人稱-m型 n語幹)

3人稱 ∅型 n語幹に屬するのは全てが n終はりの身體部位である。どちらも、この形態音
韻的な環境で nの連續が一つの nになる、n削除規則をたてることができるので特別な屈
折類を認める必要はない。なほ、n削除規則はドム語第二方言でははたらかない。
筆者はドム語以外の東シンブー諸語についても少しばかりの調査を進めてきてゐるが、

それらの言語についてのデータを充分に提示してきたとは言へない。本稿では東シンブー
諸語の分離不可能名詞、所有人稱接尾辭について、主に筆者の得たデータに基づく共時態
を記述し、その缺を補ふことを第一の目的とする。また諸言語・方言にわたるデータを分
析することで、ドム語の所有者人稱接尾辭の記述にあつて殘されてゐた、主に通時的な觀
點からいくつかの課題に取り組みたい。例へば、當該接尾辭の異形態の現はれ方を說明す
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る通時的な起源に關する考察を行なふ。
また、所有者の人稱・數により變化をしない語彙の中にも通時的にはこの接尾辭がつい

た形式に由來するものが存在する可能性を示す。3人稱單數所有者しか想定し得ない「葉、
枝、脂肪、味、覆ひ」のやうな意味を持つ形式、また通常は 3人稱單數所有者をもつが表
現上他の人稱の所有者がありうる「尾、翼」などの意味を持つ形式である。このやうな形
式についても言及することにする。

2 クマン語諸方言

2.1 クマン語エンドゥガ方言

クマン語 (Kuman)は、パプア・ニューギニアシンブー州の州都クンディアワを中心に廣
大な地域にひろがる言語であり、多樣な方言を抱へてゐる。本稿で扱ふ言語・方言の中で
は最も先行硏究が多い。クマン語キンデコンド系エンドゥガ方言 (Endugla)は、これまで
「クマン語」として記述されてきた特徵を典型的に有する方言である *2。例へば音素的な軟
口蓋側面音/Ï/を持つてゐる。閉鎖音は前鼻音化有聲閉鎖音 /mb, nd, Ng/と前鼻音を伴はない
無聲閉鎖音 /p, t, k/の 2系列が對立する。二つの閉鎖音系列は以下の記述では b, d, g對 p, t,

kと表記する。
クマン語キンデコンド系方言では流音に nが後續すると流音が tに變化する共時規則が

ある。(5)に例を示す。

(5) a. £Ďbr-na「私の頭」→ £Ďbt-na [mb1t^.na]

b. £ĎomÏ-n「お前の目」→ £Ďomt-n [o.mUt^n
"
]

次の規則がたてられる。

(6) r, Ï → t / n (クマン語エンドゥガ方言の流音閉鎖音化規則)

これまで記述されてきたクマン語諸方言は全てこの共時規則を持つてゐるやうである。例
へば Bergmann (1953)、Nilles (1969)などの辭典にみられるデータは流音閉鎖音化が適用さ
れた形式をもつてをり、また Bergmann (1966)、Lynch (1983)などの記述、論考にも取り上
げられてゐる。以下の例では語幹末音が流音と tとで交替してゐるやうにみえるものがあ
るが、全て上記の變化が規則的に起こつたものである。

*2 本稿で用ゐるクマン語エンドゥガ方言の資料はオングノ・マンブノ (Ongno Mambno)出身でエンドゥガ族
(Endugla)アンデカグ・ク (Andekagl Ku)氏族のベピ・マリアさんに敎へていただいたものである。
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クマン語キンデコンド系エンドゥガ方言では分離不可能名詞の聲調は全て下降型 (£Ď)で
あり、聲調の面では東シンブー諸語の中で最も單純である (千田 2011)。しかし、所有者人
稱による屈折の樣相は複雜である。所有者人稱接尾辭の異形態を次に示す。

(7) a. 1人稱單數: -na, -a, -∅

b. 2人稱單數: -n, -nen, -∅

c. 3人稱單數: -m, -mo, -∅, -e∼-o

d. 非單數: -no

3人稱所有者を表はす接尾辭が-eか-oで現はれる分離不可能名詞の屈折類を 3人稱-e/-o
型と呼ぶことにする。この型には下位類がある。まづ、最も單純なのが n以外の子音で終
はる語幹である。

(8) a. £Ďog-na

手-1SG.POSS
/ £Ďog-n

手-2SG.POSS
/ £Ďog-o

手-3SG.POSS
/ £Ďog-no

手-NSG.POSS

「手」 -na/-n/-o/-no(子音語幹、3人稱-o)
b. £Ďbt-na

頭-1SG.POSS
/ £Ďbt-n

頭-2SG.POSS
/ £Ďbr-e

頭-3SG.POSS
/ £Ďbt-no

頭-NSG.POSS

「頭」 -na/-n/-e/-no(子音語幹、3人稱-e)

語幹最後の母音が後舌圓脣の oか uである場合に (8a)のやうに 3人稱所有者接尾辭が-oの
形式で現はれる。それ以外の場合は (8b)のやうに 3人稱所有者接尾辭は-eである。この 3

人稱所有者接尾辭が-e/-o交替する仕方は以下の下位類でも全て同樣である。
次に、同じ 3人稱-e/-o型でも n終はりの語幹の例を示す。

(9) a. £Ďmun-na

姻戚 (女)-1SG.POSS
/ £Ďmun-∅

姻戚 (女)-2SG.POSS
/ £Ďmun-o

姻戚 (女)-3SG.POSS
/ £Ďmun-no

姻戚 (女)-NSG.POSS

「同性同世代姻戚 (女)」 -na/-n/-o/-no(n語幹、3人稱-o)
b. £Ďogan-na

腰-1SG.POSS
/ £Ďogan-∅

腰-2SG.POSS
/ £Ďogan-e

腰-3SG.POSS
/ £Ďogan-no

腰-NSG.POSS

「腰」 -na/-n/-e/-no(n語幹、3人稱-e)

(9a, b)に示した通り、3人稱-e/-o型の n語幹では 2人稱所有者接尾辭が ∅になる。ドム語
と同じく nが連續する際に nが一つ削除される規則がはたらいてゐるわけである。
次に、3人稱所有者形でのみ語幹末に iあるいは uが現はれる語幹交替を示す i/u語幹の
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例を示す。

(10) a. £Ďnag-na

體-1SG.POSS
/ £Ďnag-n

體-2SG.POSS
/ £Ďnagi-e

體-3SG.POSS
/ £Ďnag-no

體-NSG.POSS

「體」 -na/-n/-e/-no(i語幹)
b. £Ďmud-na

肝肺-1SG.POSS
/ £Ďmud-n

肝肺-2SG.POSS
/ £Ďmudu-o

肝肺-3SG.POSS
/ £Ďmud-no

肝肺-NSG.POSS

「肝臟、肺」 -na/-n/-o/-no(u語幹)

上の例は、基底形では語幹末に接近音 y, wを設定して 3子音連續の中央の接近音を削除す
る規則が立てられるかもしれない。i語幹は複數の語彙の所屬が認められる。u語幹は今の
ところ £Ďmud(u)-「肝臟、肺」しか見付かつてゐないが、他の 3人稱-e/-o型との共通點と、i
語幹との平行的な關係から一つの型と認めるに價する。これらの語形變化の扱ひ方には全
く別の方式もありえる。語幹の交替を認めずに 3人稱所有者を表はす接尾辭に-ie/-uoとい
ふ異形態をたてるのである。どちらを取るかは、共時的には若干恣意的な解釋をするしか
ない。
以上の 3人稱-e/-o型の六つの下位類は語幹の形式の違ひによつて規則的に決まる下位類

といへる。
次に、語幹末の流音 Ï/rが人稱により交替し、3人稱に-e/-oが現はれるものを示す。

(11) a. £Ďagr-a

兄弟-1SG.POSS
/ £Ďagt-n

兄弟-2SG.POSS
/ £ĎagÏ-e

兄弟-3SG.POSS
/ £Ďagr-o

兄弟-NSG.POSS

「兄、弟」 -a/-n/-e/-o(流音交替、3人稱-e)
b. £Ďyobr-a

骨-1SG.POSS
/ £Ďyobt-n

骨-2SG.POSS
/ £ĎyobÏ-o

骨-3SG.POSS
/ £Ďyobr-o

骨-NSG.POSS

「骨」 -a/-n/-o/-o(流音交替、3人稱-o)

上の例は 1/2/3/非單數所有者の語幹末音が r/t/Ï/rと交替し、1人稱所有者形と非單數所有
者形の接尾辭が-a/-oで現はれるのが特徵的である。2人稱所有者形では語末に tnの連續が
起こるが、共時的には Ïに由來するのか rに由來するのか分からない。2人稱所有者形と 3

人稱所有者形の接尾辭は他の 3人稱-e/-o型と同じである。しかし、語幹と接尾辭の特異な
振る舞ひは語彙的に決まつてゐると見なければならず、これだけは 3人稱-e/-o型とは區別
しておく。ドム語の屈折類と對應するので 1人稱-a型と呼ぶことにする。
1人稱-a型では、語幹末に bÏの子音連續をもつものも 3人稱所有者接尾辭が-oで出る。
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(12) £Ďabr-a

娘-1SG.POSS
/ £Ďabt-n

娘-2SG.POSS
/ £ĎabÏ-o

娘-3SG.POSS
/ £Ďabr-o

娘-NSG.POSS

「娘」 -a/-n/-o/-o(1人稱-a型、3人稱-o)

以上にみたもの以外の屈折の型を示す。

(13) a. £Ďguma-na

鼻-1SG.POSS
/ £Ďguma-n

鼻-2SG.POSS
/ £Ďguma-∅

鼻-3SG.POSS
/ £Ďguma-no

鼻-NSG.POSS

「鼻」 -na/-n/-∅/-no(3人稱 ∅型)
b. £Ďde-na

尻-1SG.POSS
/ £Ďde-n

尻-2SG.POSS
/ £Ďde-m

尻-3SG.POSS
/ £Ďde-no

尻-NSG.POSS

「尻、腸」 -na/-n/-m/-no(3人稱-m型)
c. £Ďimak-na

岳父-1SG.POSS
/ £Ďimak-n

岳父-2SG.POSS
/ £Ďimak-mo

岳父-3SG.POSS
/ £Ďimak-no

岳父-NSG.POSS

「妻の父」 -na/-n/-mo/-no(3人稱-mo型)
d. £Ďawa-na

祖父母-1SG.POSS
/ £Ďawa-nen

祖父母-2SG.POSS
/ £Ďawa-mo

祖父母-3SG.POSS
/ £Ďawa-no

祖父母-NSG.POSS

「祖父母」 -na/-nen/-mo/-no(3人稱-mo、2人稱-nen型)

以上の屈折類に所屬する語彙を次にまとめる。

(14) a. 3人稱-e/-o型
i/u語幹: £Ďnag(i)-「體、皮」、£Ďsig(i)-「齒」、£Ďkag(i)-「名」、£Ďdrab(i)-「舌」、£Ďmr(i)-

「～に對する愛情」、£Ďkobr(i)-「臍」、£Ďmud(u)-「肝臟、肺」
子音語幹 £ĎkaÏ-「足」、£Ďbr-「頭」、£Ďker-「同性同世代姻戚 (男)」、£Ďog-「手」、£Ďmok-

「背」、£Ďnog-「首、喉」、£ĎomÏ-「目」、£ĎdagÏ-「脇腹」
n語幹 £Ďdin-「胸」、£Ďdan-「腹」、£Ďogan-「腰」、£Ďbon-「脛」、£Ďmun-「同性同世代
姻戚 (女)」

b. 1人稱-a型 (流音交替語幹) £ĎagÏ/r-「兄、弟」、£ĎmambÏ/r-「額」、£ĎyobÏ/r-「骨」、
£ĎabÏ/r-「娘」、£ĎyogÏ/r-「母方いとこ」

c. 3人稱 ∅型: £Ďguma-「鼻」、£Ďdra-「口」、£Ďkna-「耳」、£Ďpauna-「顎、頰」、£Ďkiba-「肩」
d. 3人稱-m型: £Ďde-「尻、腸」、£Ďmo-「男性器」、£Ďma-「母」、£Ďwa-「息子」、£Ďwau-「妻
の母」

e. 3人稱-mo型: £Ďkuya-「陰、靈」、£Ďkob-「姉妹の子供」、£Ďimak-「妻の父」、£Ďkia-「夫
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の別の妻」
f. 3人稱-mo、2人稱-nen型: £Ďawa-「祖父母」、£Ďbawa-「母方のをぢ」、£Ďgawa-「孫」

以上、複數の語彙が所屬する屈折型のほか、例外的な語形變化をするものがある。

(15) a. £Ďn-na

父-1SG.POSS
/ £Ďne-n

父-2SG.POSS
/ £Ďne-m

父-3SG.POSS
/ £Ďne-no

父-NSG.POSS

「父」 -na/-n/-m/-no(3人稱-m型、1人稱語幹不規則)
b. £Ďabar-a

姉妹-1SG.POSS
/ £Ďabat-n

姉妹-2SG.POSS
/ £ĎabauÏ-o

姉妹-3SG.POSS
/ £Ďabar-o

姉妹-NSG.POSS

「姉、妹」 -a/-n/-o/-o(1人稱-a型、3人稱語幹不規則)
c. £Ďker-a

姻戚 (男)-1SG.POSS
/ £Ďket-n

姻戚 (男)-2SG.POSS
/ £Ďker-e

姻戚 (男)-3SG.POSS
/ £Ďket-no

姻戚 (男)-NSG.POSS

「同性同世代姻戚 (男)」 -a/-n/-e/-no(不規則な 1人稱-a)
d. £Ďdi-e

同名者-1SG.POSS
/ £Ďdi-n

同名者-2SG.POSS
/ £Ďdi-mo

同名者-3SG.POSS
/ £Ďdi-no

同名者-NSG.POSS

「同名の人」 -e/-n/-mo/-no(不規則な 1人稱-e)
e. £Ďbikn-a

腿-1SG.POSS
/ £Ďbikn-∅

腿-2SG.POSS
/ £Ďbikn-∅

腿-3SG.POSS
/ £Ďbikn-o

腿-NSG.POSS

「腿」 -a/-∅/-∅/-o(不規則)

各屈折類に所屬する語幹の形式について、いくつかの觀察と考へを述べる。まづ、i/u語
幹には、£Ďnag(i)-「體、皮」、£Ďsig(i)-「齒」、£Ďkag(i)-「名」、と語末に giの形式をもつものが
いくつかあるが、これはなんらかの接尾形式だと考へられる。對應するディカ語及びスワ
ウェ語の形式には giに由來する形式がついてゐない。
語幹末流音が Ï/rの交替を起こす 1人稱-a型は、ほとんど gÏ/rか bÏ/rの子音連續に終は

つてゐる。不規則な £ĎabauÏ-「姉、妹」(15b)が例外だが、これは複合形式に由來する可能
性が高い。CÏ/rの連續を語幹末にもつ語彙が、全て 1人稱-a型の語形變化をするわけでは
ない。例へば £ĎomÏ-「目」、£ĎdagÏ-「脇腹」は 3人稱-e/-o型の屈折をする。
3人稱所有者接尾辭の-e/-o交替は、クマン語に一般に見られる多音節語の語末の e/o交

替の一種と關連づけられる。ただし、多音節語でも語末で/e/と/o/の對立はいちおう見られ
る。例へば、エンドゥガ方言では 3人稱單數所有者を表はす-moがまれに-meで現はれる
ことがあるが音韻環境では說明できず、また非單數所有者を表はす-noは-neとの交替をほ
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とんど起こさない。語末の e/o交替には方言差・個人差があり、また形態素によつても振
る舞ひが異なる。
3人稱-m型は CVからなる語幹がほとんどである。その例外でなる £Ďwau-「妻の母」は

他のクマン語方言にも、Bergmann (1953)、Nilles (1969)、Hannemann (1969)のどの辭典に
も對應語形が確認できない。隣接するドム語から借用した可能性もある。
3人稱-mo、2人稱-nen型は全てが waで終はる特徵的な語幹形式を持つてゐる。

2.2 クマン語クナナ・ク方言

クマン語キンデコンド系のクナナ・ク方言 (Kunana Ku)ではクマン祖語にあつたと考へ
られる四つの聲調を全て保持してゐる *3。しかし、分離不可能名詞においては下降型 (£Ď)

と上昇型 (£Ĺ)の二種類しか對立しない。クナナ・ク方言の分節音の音素體系はエンドゥガ
方言と大差ないが、音韻過程に一部違ひがある。すなはち、他のキンデコンド系の諸方言
と異なり、流音の閉鎖音化が起こらない。nが後續する Ïが脫落する。

(16) a. £ĹkaÏ-na「私の足」→ £Ĺka-na

b. £ĹkaÏ-n「お前のの足」→ £Ĺka-n

以下ではエンドゥガ方言との異同を主に述べる。まづ、複數所有者の形式が-noではな
く-neである。3人稱-e/-o型の子音語幹で例示する。

(17) a. £Ĺbr-na

頭-1.SG.POSS
/ £Ĺbr-n

頭-2.SG.POSS
/ £Ĺbr-e

頭-3.SG.POSS
/ £Ĺbr-ne

頭-NSG.POSS

「頭」 -na/-n/-e/-ne(3人稱-e/-o型、子音語幹)
b. £Ĺog-na

手-1.SG.POSS
/ £Ĺog-n

手-2.SG.POSS
/ £Ĺog-o

手-3.SG.POSS
/ £Ĺog-ne

手-NSG.POSS

「手」 -na/-n/-o/-ne(3人稱-e/-o型、子音語幹)

n語幹では語幹の最終母音が後舌圓脣母音であつても 3人稱の接尾辭が-oではなく-eで
現はれる。

*3 本稿で用ゐるクマン語クナナ・ク方言の資料はイワゲ (Iwage)出身でクナナ・ク族 (Kunana Ku)のカクマ・
カネ氏族 (Kakma Kane)のマクレト・ラスさんに敎へていただいたものである。
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(18) a. £Ĺdan-na

腹-1.SG.POSS
/ £Ĺdan-∅

腹-2.SG.POSS
/ £Ĺdan-e

腹-3.SG.POSS
/ £Ĺdan-ne

腹-NSG.POSS

「腹」 -na/-∅/-e/-ne(3人稱-e/-o型、n語幹)
b. £Ĺbon-na

脛-1.SG.POSS
/ £Ĺbon-∅

脛-2.SG.POSS
/ £Ĺbon-e

脛-3.SG.POSS
/ £Ĺbon-ne

脛-NSG.POSS

「脛」 -na/-∅/-e/-ne(3人稱-e/-o型、n語幹)

エンドゥガ方言で 3人稱-e/-o型 i語幹に所屬する語彙は、クナナ・ク方言では共時的に
は 3人稱で語末に-iをもつ 3人稱-i型と言ふべき屈折をする。

(19) £Ďnag-na

體-1.SG.POSS
/ £Ďnag-n

體-2.SG.POSS
/ £Ďnag-i

體-3.SG.POSS
/ £Ďnag-ne

體-NSG.POSS

「體、皮」 -na/-n/-i/-ne(3人稱-i型)

後述するこの型の所屬語彙にも明らかなやうに、この型は歷史的にエンドゥガ方言で 3人
稱所有者形の語幹末で i/uが出沒する 3人稱-e/-o型の下位類に對應してゐる。エンドゥガ
方言と同樣に語幹末に iが出沒するものと考へない理由はいくつかある。まづ、クナナ・
ク方言では 3人稱所有者形の末尾に-e/-oが出ないので 3人稱-e/-o型の一種とみることがで
きない。また語幹末が i終はりで別の屈折をするものが見付かつてゐる。
エンドゥガ方言で 3人稱-e/-o型 u語幹に屬する「肝臟、肺」を表はすクナナ・ク方言の

£Ĺmudu-は全語形に語幹末の uを保つてをり、3人稱で接尾辭-eが付く。

(20) £Ĺmudu-na

肝肺-1.SG.POSS
/ £Ĺmudu-n

肝肺-2.SG.POSS
/ £Ĺmudw-e

肝肺-3.SG.POSS
/ £Ĺmudu-ne

肝肺-NSG.POSS

「肝臟、肺」 -na/-n/-e/-ne(3人稱-e/-o型、母音語幹)

「肝臟、肺」の 3 人稱形には £Ĺmudw-eのほか £Ĺmud-e もあり、後者の存在はエンドゥガ方
言と比べると興味深い。エンドゥガ方言では 3人稱のみが保つてゐる語幹末の uが、クナ
ナ・ク方言では 3人稱のみで失はれるのである。上と同じ語形變化をするものに次のもの
が見付かつた。

(21) £Ĺwi-na

夫-1.SG.POSS
/ £Ĺwi-n

夫-2.SG.POSS
/ £Ĺwi-e

夫-3.SG.POSS
/ £Ĺwi-ne

夫-NSG.POSS

「夫」 -na/-n/-e/-ne(3人稱-e/-o型、母音語幹)
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以上、「肝臟、肺」と「夫」の二つについては 3人稱で-e/-oの交替を起こさないことが原則
に反するが、n語幹でも同じことが起こつてゐる。ここでも 3人稱-e/-o型の母音語幹の振
る舞ひと見ることにする。逆に、-e/-o交替は n語幹や母音語幹以外でしか起こらない。
その他の 3人稱-e/-o型は、子音語幹も n語幹もエンドゥガ方言と基本的に同じ振る舞ひ

をする。流音脫落を起こすものがあるが上に示した音韻規則に從ふもので、特別な屈折類
とは認める必要がない。

(22) a. £Ĺog-na

手-1.SG.POSS
/ £Ĺog-n

手-2.SG.POSS
/ £Ĺog-o

手-3.SG.POSS
/ £Ĺog-ne

手-NSG.POSS

「手」 -na/-n/-o/-ne(3人稱-e/-o型)
b. £Ĺka-na

足-1.SG.POSS
/ £Ĺka-n

足-2.SG.POSS
/ £ĹkaÏ-e

足-3.SG.POSS
/ £Ĺka-ne

足-NSG.POSS

「足」 -na/-n/-e/-ne(3人稱-e/-o型、流音脫落)

これまでに見た 3人稱-e/-o型、3人稱-i型のほかに次の語形變化型が存在する。

(23) a. £Ďyobr-a

骨-1.SG.POSS
/ £Ďyobr-n

骨-2.SG.POSS
/ £ĎyobÏ-e

骨-3.SG.POSS
/ £Ďyobr-e

骨-NSG.POSS

「骨」 -a/-n/-e/-e(1人稱-a型、流音交替)
b. £Ďde-na

腸-1.SG.POSS
/ £Ďde-n

腸-2.SG.POSS
/ £Ďde-m

腸-3.SG.POSS
/ £Ďde-ne

腸-NSG.POSS

「尻、腸」 -na/-n/-m/-ne(3人稱-m型)
c. £Ďkomba-na

肩-1.SG.POSS
/ £Ďkomba-n

肩-2.SG.POSS
/ £Ďkomba-me

肩-3.SG.POSS
/ £Ďkomba-ne

肩-NSG.POSS

「肩」 -na/-n/-me/-ne(3人稱-me型)

クナナ・ク方言では流音の閉鎖音化規則がないため 1人稱-a型の語幹末音は、常に流音で
現はれる。
3人稱-me型の中には呼稱の特別形式を持つものがある。

(24) a. £Ďbawa-na

舅父-1.SG.POSS
/ £Ďbawa-n

舅父-2.SG.POSS
/ £Ďbawa-me

舅父-3.SG.POSS
/ £Ďbawa-ne

舅父-NSG.POSS

「母方のをぢ」 -na/-n/-me/-ne(3人稱-me型)
呼稱: £Ďbawe「をぢさん!」
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b. £Ďawa-na

祖父母-1.SG.POSS
/ £Ďawa-n

祖父母-2.SG.POSS
/ £Ďawa-me

祖父母-3.SG.POSS
/ £Ďawa-ne

祖父母-NSG.POSS

「祖父母」 -na/-n/-me/-ne(3人稱-me型)
呼稱: £Ďawa「ぢいさん!、ばあさん!」

£Ďawa「祖父母」は接尾辭を伴はない形式で呼稱に使へるむね Hannemann (1969: 44)に記載
がある。
以上に見てきた各屈折類の所屬語彙を判明してゐる限りで示しておく。

(25) a. 3人稱-e/-o型
子音語幹 £Ĺog-「手」、£Ĺmok-「背」、£Ďnog-「首、喉」、£Ĺka(Ï)-「足」、£Ĺom(Ï)-「目」
n語幹 £Ĺdan-「腹」、£Ĺbon-「脛」、£Ďogan-「腰」
母音語幹 £Ĺmudu-「肝臟、肺」、£Ĺwi-「夫」

b. 3人稱 i型: £Ďmr(i)-「～に對する愛情」、£Ďnag(i)-「體、皮」、£Ĺsig(i)-「齒」、£Ĺkobr(i)-

「臍」、£Ĺbik(i)-「腿」、£Ďkag(i)-「名」、£Ĺdrab(i)-「舌」、£Ĺeb(i)-「妻」、£Ďimak(i)-「妻の
父」、£Ĺkob(i)-「姉妹の子供」、£Ĺmom(i)-「母方のをぢ」

c. 1人稱-a型 (流音交替) £ĎyobÏ/r-「骨」、£ĹagÏ/r-「兄、弟」、£ĎabÏ/r-「姉、妹」
d. 3人稱 ∅型: £Ďguma-「鼻」、£Ďdra-「口」、£Ĺkna-「耳」、£Ďperu-「胸」、£Ĺam-「乳房」、

£Ďkuya-「陰」
e. 3人稱-m型: £Ďde-「尻、腸」、£Ĺmo-「男性器」、£Ĺma-「母」、£Ĺwa-「息子」
f. 3人稱-me型: £Ďkoba-「肩」、£Ďbawa-「母方のをぢ」、£Ĺawa-「祖父母」、£Ĺgawa-「孫」

次は不規則なものである。

(26) a. £Ĺmabr-na

額-1.SG.POSS
/ £Ĺmabr-n

額-2.SG.POSS
/ £ĹmaboÏ-e

額-3.SG.POSS
/ £Ĺmabr-ne

額-NSG.POSS

「額」 -na/-n/-e/-ne(3人稱-e/-o型、流音交替、3人稱不規則)
b. £Ĺni-na

父-1SG.POSS
/ £Ĺne-n

父-2SG.POSS
/ £Ĺne-m

父-3SG.POSS
/ £Ĺne-ne

父-NSG.POSS

「父」 -na/-n/-m/-ne(3人稱-m型、1人稱語幹不規則)
c. £Ĺabar-a

姉妹-1SG.POSS
/ £Ĺabar-n

姉妹-2SG.POSS
/ £ĹabauÏ-e

姉妹-3SG.POSS
/ £Ĺabar-e

姉妹-NSG.POSS

「姉、妹」 -a/-n/-o/-e(1人稱-a型、3人稱語幹不規則)
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d. £Ĺker-a

姻戚 (男)-1SG.POSS
/ £Ĺker-n

姻戚 (男)-2SG.POSS
/ £Ĺker-e∼£Ĺker-i

姻戚 (男)-3SG.POSS
/ £Ĺker-ne

姻戚 (男)-NSG.POSS

「同性同世代姻戚 (男)」 -a/-n/-e∼-i/-ne(不規則な 1人稱-a)
e. £Ĺdi-na

同名者-1SG.POSS
/ £Ĺdiu-n

同名者-2SG.POSS
/ £Ĺdi-me

同名者-3SG.POSS
/ £Ĺdiu-ne

同名者-NSG.POSS

「同名の人」 -a/-n/-me/-ne(3人稱-me型、不規則な語幹交替)

£Ĺkob(i)-「姉妹の子供」と £Ĺkobr(i)-「臍」は、いくつかの變異を共有する所屬屈折類の搖
れを起こす。以下に例示する。

(27) £Ĺkob(i)-「姉妹の子供」
1人稱 £Ĺkob-na ∼ £Ĺkobr-a ∼ £Ĺkobr-na

2人稱 £Ĺkob-n ∼ £Ĺkobr-n

3人稱 £Ĺkob-i

複數 £Ĺkob-ne ∼ £Ĺkobr-e ∼ £Ĺkobr-ne

(28) £Ĺkobr(i)-「臍」
1人稱 £Ĺkobr-na ∼ £Ĺkob-na

2人稱 £Ĺkobr-n ∼ £Ĺkob-n

3人稱 £Ĺkobr-i ∼ £Ĺkob-i

複數 £Ĺkob-rne

語幹の形式の類似が變化語形の混同を引き起こしたものと考へられる。

3 ニマイ・ディカ語

ニマイ・ディカ語 (Nimai Dika)ディカ方言 (Dika)はディカ族 *4 の話すニマイ・ディカ語
である。クマン語のやうに軟口蓋側面音を音素的にはもたず、閉鎖音は前鼻音化有聲閉鎖
音 /mb, nd, Ng/と前鼻音を伴はない無聲閉鎖音 /p, t, k/の 2系列が對立する。この音素體系は
ドム語に似る。ディカ語には流音閉鎖音化規則があるが、クマン語エンドゥガ方言とは違
ひ、後續音節に初頭の nがある場合に音節末の rが tになるといふ規則である。

*4 本稿で用ゐるニマイ・ディカ語ディカ方言の資料はアル・ゴル (Ar Gol)出身でディカ族のパパ・モニタさ
んに敎へていただいたものである。ディカ族 (Dika)はディンガ (Dinga)とも呼ばれる。後者は本來クマン
語キンデコンド系諸方言話者からの他稱だが、他部族との交流の場では自身の部族をディンガと呼ぶこと
も多い。パパ・モニタさんも初めは自分が「ディンガ」出身だと自己紹介してくれた。
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(29) r → t / .n (ディカ語の流音閉鎖音化規則)

次の (30a)は流音閉鎖音化規則が適用される例、(30b, c)はこの規則が適用されずに rがそ
のまま實現する例である。

(30) a. £Ĺbt-na「私の頭」 [mb1t^Ď£na
Ă
£]

b. £Ĺbr-n「お前の頭」 [mbr
"
Ď£n

Ă
£]

c. £Ĺbr-e「彼の頭」 [mbr
"
Ă£e

Ă
£]

次にニマイ・ディカ語ディカ方言の所有者人稱接尾辭の異形態を示す。

(31) a. 1人稱單數: -na, -a

b. 2人稱單數: -n

c. 3人稱單數: -m, -e, -∅, -i

d. 非單數: -ne, -e

ニマイ・ディカ語では次の例に擧げる五種類の語形變化がそれぞれの屈折類として認め
られる。

(32) a. £
Ă
ga-na

體-1SG.POSS
/ £

Ă
ga-n

體-2SG.POSS
/ £

Ă
ga-m

體-3SG.POSS
/ £

Ă
ga-ne

體-NSG.POSS

「體、皮」 -na/-n/-m/-ne(3人稱-m型)
b. £Ĺmr-na

肝肺-1SG.POSS
/ £Ĺmr-n

肝肺-2SG.POSS
/ £Ĺmr-ii

肝肺-3SG.POSS
/ £Ĺmr-ne

肝肺-NSG.POSS

「肝臟、肺」 -na/-n/-i/-ne(3人稱-i型)
c. £Ĺok-na

手-1SG.POSS
/ £Ĺok-n

手-2SG.POSS
/ £Ĺok-e

手-3SG.POSS
/ £Ĺok-ne

手-NSG.POSS

「手」 -na/-n/-e/-ne(3人稱-e型)
d. £Ďguma-na

鼻-1SG.POSS
/ £Ďguma-n

鼻-2SG.POSS
/ £Ďguma-∅

鼻-3SG.POSS
/ £Ďguma-ne

鼻-NSG.POSS

「鼻」 -na/-n/-∅/-ne(3人稱 ∅型)
e. £Ĺakr-a

兄弟-1SG.POSS
/ £Ĺakl-n

兄弟-2SG.POSS
/ £Ĺakl-e

兄弟-3SG.POSS
/ £Ĺakl-ne

兄弟-NSG.POSS

「兄、弟」 -a/-n/-e/-ne(1人稱-a型)
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語幹末の流音が交替する 1人稱-a型は、クマン語と異なり 1人稱で r、その他で lをもつ。
それぞれの屈折類に所屬する語彙を語幹で示す。

(33) a. 3人稱-m型: £
Ă
ga-「體、皮」、£

Ă
ki-「齒」、£

Ă
ka-「名」、£Ďde-「尻、腸」、£

Ă
ap-「年上

兄弟姉妹」、£
Ă
kep-「年下兄弟姉妹」、£

Ă
wa-「息子」、£Ĺker-「同性同世代姻戚 (男)」、

£Ĺmoi-「母方のをぢ」、£
Ă
mn-「同性同世代姻戚 (女)」、£Ďyau-「祖父」、£Ĺai-「祖母」、

£Ĺgau-「孫」、£Ĺdii-「同名の人」
b. 3人稱-i型: £Ĺmr-(-ii)「肝臟、肺」、£Ďmr-(-i)「～に對する愛情」
c. 3人稱-e型: £Ĺok-「手」、£Ĺkal-「足」、£Ĺbr-「頭」、£Ĺoml-「目」、£Ĺmapl-「額」、£

Ă
din-

「胸」、£Ĺdakl-「脇腹」、£Ďyopl-「骨」、£Ĺpek-「首、喉」、£
Ă
bn-「腿」、£Ĺbon-「脛」

d. 3 人稱 ∅ 型: £Ďguma-「鼻」、£Ďgra-「口」、£
Ă
kna-「耳」、£Ďkipa-「肩」、£Ĺmuu-「背」、

£Ďkuya-「陰、靈」
e. 1人稱-a型: £Ĺakl-「兄、弟」、£Ďapl-「娘」

1人稱で語幹交替を起こすものがある。

(34) a. £Ĺnanape

父.1SG.POSS
/ £Ĺne-n

父-2SG.POSS
/ £Ĺne-m

父-3SG.POSS
/ £Ĺne-ne

父-NSG.POSS

「父」 (3人稱-m型-1人稱語幹交替)
b. £Ĺnamna

母.1SG.POSS
/ £Ĺma-n

母-2SG.POSS
/ £Ĺma-m

母-3SG.POSS
/ £Ĺma-ne

母-NSG.POSS

「母」 (3人稱-m型-1人稱語幹交替)

父母を表はす語の 1人稱所有者形は、多くの東シンブー諸語で補充法によつてできてゐる。
ドム語では £Ĺape(父.1SG.POSS) £Ĺmna(母.1SG.POSS)である。ニマイ・ディカ語ではこれに、
もともと獨立代名詞である £

Ă
na(私)を接頭させて語幹に組み込んでゐる。それも「父」には

これが二度ついたもののやうである。それぞれ所有者を表はす獨立代名詞を先行させるこ
とができる。

(35) a. £
Ă
na

我
£Ĺnanape

父.1SG.POSS
「私の父」

b. £
Ă
na

我
£Ĺnamna

母.1SG.POSS
「私の母」
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母音語幹 3人稱 ∅型の中には 3人稱-m型と搖れるものがある。例へば「陰、靈」を表は
す £Ďkuya-は 3人稱で接尾辭が ∅ ∼-mと搖れる。
語幹末音が nのものの中には不規則なパタンを示すものがある。

(36) a. £Ĺdan-na

腹-1SG.POSS
/ £Ĺdan-n

腹-2SG.POSS
∼ £Ĺdan-e

腹-2SG.POSS
/ £Ĺdan-e

腹-3SG.POSS
/ £Ĺdan-ne

腹-NSG.POSS
∼

£Ĺdan-e

腹-NSG.POSS
「腹」 (2人稱、非單數で形式の搖れる接尾辭)

b. £Ďokain-a

腰-1SG.POSS
/ £Ďokain-n

腰-2SG.POSS
/ £Ďokain-e

腰-3SG.POSS
/ £Ďokain-e

腰-NSG.POSS

「腰」 (1、非單數に不規則)

次は更に例外的な語形變化をするものである。

(37) a. £Ďpauna

顎.1/2/3SG.POSS
/ £Ďpaune

顎.NSG.POSS
「顎、頰」

b. £Ĺapol-na

姉妹-1SG.POSS
/ £Ĺapol-n

姉妹-2SG.POSS
/ £Ĺapol-le

姉妹-3SG.POSS
/ £Ĺapol-ne

姉妹-NSG.POSS
「姉、妹」

ニマイ・ディカ語の分離不可能名詞や所有者人稱接尾辭はクマン語やドム語のものによ
く似てゐると言へる。

4 ゴリン語諸方言

4.1 ゴリン語ボルミル方言

ゴリン語 (Golin)ボルミル方言 (Borml)*5 はゴリン・ミアン系諸方言 (千田 2011)の一つ
であり、これまで「ゴリン語」と呼ばれてきた言語の特徵を典型的に示す方言である。例
へば閉鎖音は有聲性のみが對立する/p, t, k/と/b, d, g/の 2系列をもち、有聲閉鎖音が前鼻音
化特徵をもたない。また聲調は高型 (£

Ă
)、上昇型 (£Ĺ)、低型 (£Ă)の三つが對立する。

この方言の分離不可能名詞は 1人稱所有者とそれ以外 (一般所有者あるいは非 1人稱所
有者)の二つの人稱・數が接尾辭により義務的に標示される。1人稱所有者の接尾辭は複數
の異形態を持つが一般所有者の接尾辭は常に同じ形式で現はれる。

*5 本稿で用ゐるゴリン語 (Golin) ボルミル方言 (Borml) の資料はボルミル出身でゴリン族 (Golin) デル・ク
(Del Ku)氏族のアナ・ゴレさんに敎へていただいたものである。
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(38) a. 1人稱: -nan, -an, -e, -∅

b. 一般所有者: -n

上に示した 1人稱所有者接尾辭の現はれ方により、分離不可能名詞を以下の四つの表面
的な型に分類することができる。次に接尾辭のついた具體的な形式を示す。

(39) a. £Ĺkob-nan

甥姪-1.POSS
/ £Ĺkob-n

甥姪-POSS
「姉妹の子供」 -nan / -n (-nan型)

b. £Ĺkel-an

姻戚-1.POSS
/ £Ĺkel-n

姻戚-POSS
「同性同世代姻戚 (男)」 -an / -n (-an型)

c. £Ămom-e

舅父-1.POSS
/ £Ămom-n

舅父-POSS
「母方のをぢ」 -e / -n (-e型)

d. £Ăduu

同名者.1.POSS
/ £Ăduu-n

同名者-POSS
「同名の人」 ∅ / -n (∅型)

1人稱所有者が想定される文脈で一般所有者形が使はれることがときどきある。
次に、それぞれの型に屬する語彙の語幹を擧げる。

(40) a. -nan型: £Ăoo-「手」、£
Ă
kau-「足」、£Ĺgai-「體、皮」、£Ămri-「肝臟、肺」、£Ĺsig-「齒」、

£Ĺkaa-「名」、£Ĺguma-「鼻」、£Ĺgra-「口」、£
Ă
kra-「耳」、£Ămab-「額」、£Ĺtawa-「肩」、£Ĺkub-

「腹」、£Ămuu-「背」、£
Ă
de-「尻、腸」、£Ĺnoo-「首、喉」、£Ăiba-「靈」、£

Ă
ab-「同性年上

兄弟」、£
Ă
keb-「同性年下兄弟」、£

Ă
wa-「息子」、£Ĺkob-「姉妹の子供」、£Ĺgau-「孫」、

£Ĺwau-「妻の母」、£Ăam-「乳房」、£
Ă
di-「胸」、£

Ă
b-「腿」、£Ăbo-「脛」、£Ĺdaa-「脇腹」

b. -an型:£Ĺgibl-「頭」、£Ĺoml-「目」、£Ĺoon-「腰」、£Ăal-「異性兄弟」、£Ĺabl-「娘」、£Ĺkel-

「同性同世代姻戚 (男)」、£
Ă
mn-「同性同世代姻戚 (女)」、£Ĺkiil-「臍」、£Ĺgrapl-「舌」

c. -e型: £Ămom-「母方のをぢ」、£Ĺyau-「祖父」、£Ĺimau-「妻の父」
d. ∅型: £Ăduu-「同名の人」、£Ăai-「祖母」

-e 型 (40c) と ∅ 型 (40d) に屬するものは、1 人稱で-nan を取ることが許される場合があ
る。例へば-e型の £Ĺimau-「妻の父」は 1人稱の形式が二種類確認される。-e型と ∅型は一
部、-nan型との搖れを示すわけである。このやうな搖れを充分に見つけ出したとは言へな
い。今後、調査が進めば他にも-e型、∅型語彙の存在が判明する可能性がある。
屈折の型のうち、-nan型 (40a)と-an型 (40b)は規則型であり (40c, d)の-e型と ∅型は變

格だと言へる。變格かどうかは語彙的に指定されてゐる。規則型は、語幹末音が齒莖共鳴
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音以外であれば-nan型、齒莖共鳴音であれば-an型と、語幹末音により條件づけられた異形
態である。すると、以上に示した表面的な型は、共時的な屈折類としては大きく 1. 正則類
(-nan型、-an型) 2. -e型、3. ∅型の 3類にまとめるのが良いかもしれない。
-nan型の一般所有者接尾辭は、時に-nn[n1n

"
]といふ形式で出る。この形式は主に 2人稱所

有者、複數所有者をもつ場合に現れるやうであり、古形の殘つたものではないかと考へら
れる。-nnの出現は語幹の形式からは豫測不可能であり、また全て-nと交替が可能である。
-nnの存在のために屈折類の所屬決定が一見難しいものもある。例へば £Ăoo-「手」は非 1

人稱の形式として £Ăoonnがありえ、一見語幹が £Ăoo-(-nan型)と £Ăoon-(-an型)で搖れるやう
に見える。上の分類では-n∼-nnの搖れが見られる場合の £Ăoonnのやうな形式は、£Ăoo-(-nan

型)に-nnがついたものと考へて提示した。しかし、-n∼-nnの搖れは屈折類の搖れである可
能性もある。ゴリン語ボルミル方言の分離不可能名詞は必ず所有者人稱の範疇を內在して
をり、∅型の 1人稱の形式以外は必ず有形の標識がつく。語幹は n終はりのものも母音終
はりのものもある。そのことが、語幹と接尾辭の境界を見えにくくしてしまつてゐる。次
に示す二つの語彙の屈折語形を比べるとそのことがよく分かる。

(41) a. £Ăoo-nan

手-1.POSS
/ £Ăoo-n∼£Ăoo-nn

手-POSS
(-nan型)

b. £Ĺoon-an

腰-1.POSS
/ £Ĺoon-n

腰-POSS
(-an型)

ボルミル方言では通時的には-an型 n語幹から-nan型母音語幹への移行が多く起こつたと
言へる。£

Ă
di-「胸」、£

Ă
b-「腿」、£Ăbo-「脛」、£Ĺdaa-「脇腹」のやうな語彙は他の言語・方言で

n終はりの語幹である。
複數の語幹の所屬が認められるもののみ上の屈折の型として提示した。その他の場合、

つまり一例づつしかみつからない不規則な屈折をするものは二つあつた。

(42) a. £Ĺmna

母.1.POSS
/ £Ĺma-n

母-POSS
「母」

b. £
Ă
ail-anan

鳩尾-1.POSS
/ £

Ă
ail-en

鳩尾-POSS
「鳩尾」

c. £Ĺne-n

父-POSS
「父」(不變化)

次に示す n終はりの語彙は語形變化が確認できなかつたが、ゴリン語諸方言以外で語末
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に鼻音をもつてゐない。所有者接尾辭に遡る可能性が高いと考へる *6。

(43) a. £Ĺig-n「毛」、£
Ă
yoblaa-n「骨」、(£Ĺoon) £

Ă
mori-n「掌」、£Ĺml-n「指、卵」、£Ĺguml-n「乳

首」、£Ĺpauna-n「顎、頰」、£
Ă
nr-n「液」、£Ăam-n「乳」、£Ĺyuu-n「尾」、£Ĺgool-n「節、關

節」、£Ĺdib-n「後ろ脚」、£Ĺpee-n「前脚」、£Ĺkooi-n「翼、鞄の手」、£Ădiun-n「(鼠など
の)口髭」、£Ĺnula-n「爪」、£Ĺtoopl-n「覆ひ」、£Ĺyoo-n「枝」、£Ĺari-n「葉」、£Ĺduulaan-n

「根」、£Ĺmn-n「梢」、£Ĺob-n「種苗」、£Ĺdoin-n「薩摩芋の苗」、£Ĺplg-n「蓋」、£Ĺula-n

「(屋根の)垂木」、£
Ă
bri-n「(屋根の)棟木」、£Ĺkula-n「(斧の)柄」、£Ĺduul-n「削りか

す」、£Ĺnuplaa-n「粗朶、枯れた小枝」、£Ĺkilkn-n「灰」、£Ĺgwiin-n「バナナの房の段」、
£Ăkn-n「バナナの房の莖」

b. £Ĺkomn(-n)「初め」
c. £Ăpen-n「ひらけたところ」、£Ĺbolai-n「上」、£Ĺtee-n「遠い」、£

Ă
baa-n「途中」、£Ĺdaa-n

「坂」、£Ĺbna-n「端」、£Ĺbin-n「底」、£Ĺeri-n「尾根」、£Ĺkan-n「監獄」、£Ĺkun-n「同じ、
類似の」、£Ĺplaa-n「平べつたい」、£

Ă
gol-n「古い」、£

Ă
muu-n「冷めた (⻝べ物)」£

Ă
nl

£Ĺkul-n (£Ĺsungwe)「瀧 (が落ちる)」、£Ăsr-n「質問」、£Ĺmo-n「說明」、£
Ă
duul-n「ついて

行くこと」、£Ĺob-n「量ること、分配すること」、£Ĺgib-n「齒ぎしり」、£Ĺdaal-n「臭
氣」、£Ĺdoon-n「痒み」、£Ĺgal-n (£Ĺer-)「ちくちく」

d. £Ĺbiga-n「羊齒」、£Ĺter-n「蚤」、£Ĺpr-n「鹽」
e. £Ĺyal-n £

Ă
i「その男」

4.2 ゴリン語北ユリ方言

ゴリン語北ユリ方言はゴリン・ミアン系諸方言と異なる特徵をいくつかもつ *7。分節音
レベルでは、閉鎖音において前鼻音化有聲閉鎖音 /mb, nd, Ng/と前鼻音を伴はない無聲閉鎖
音 /p, t, k/の 2系列が對立する。また、聲調は高型 (£

Ă
)と上昇型 (£Ĺ)の二つしか音素的に對立

しない。
分離不可能名詞の在り方はゴリン語ボルミル方言によく似てをり、1人稱所有者とそれ

以外 (一般所有者)の二つの人稱・數が接尾辭により義務的に標示される。1人稱所有者の
接尾辭は複數の異形態を持つが一般所有者の接尾辭は常に同じ形式で現はれる。

*6 本來は語彙の意味だけでは所有者接尾辭がつきさうかどうか判斷できないのだが、構文上の特徵を考慮に
入れての檢討は別の機會をまつしかない。

*7 本稿で用ゐるゴリン語北ユリ方言の資料はモロ・シュル (Moro Sul) 出身でユリ族 (Yuri) アウライ・カン
(Aurai Kan)氏族のケトリン・デルパさんに敎へていただいたものである。
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(44) a. 1人稱: -nan, -an, -e

b. 一般所有者: -n

1人稱所有者の形式のうち、複數の所屬語彙が存在するのは三つである。次に語形變化の
例を一つづつ示す。

(45) a. £Ĺo-nan

手-1.POSS
/ £Ĺo-n

手-POSS
「手」 -nan/-n (-nan型)

b. £Ĺgipl-an

頭-1.POSS
/ £Ĺgipl-n

頭-1.POSS
「頭」 -an/-n (-an型)

c. £Ĺmom-e

舅父-1.POSS
/ £Ĺmom-n

舅父-POSS
「母方のをぢ」 -e/-n (-e型)

上の屈折類は所屬語彙の多い順に提示してある。-e型以外は語幹末音の特徵に條件づけ
られた異形態だと考へてよい。次に、これまでに收集された各屈折類に所屬する語彙を擧
げる。

(46) a. -nan型: £Ĺo-「手、腰」、£Ĺkau-「足」、£Ĺgai-「體、皮」、£Ĺguma-「鼻」、£Ĺgra-「口」、
£
Ă
kna-「耳」、£Ĺtawa-「肩」、£Ĺda-「腹」、£Ĺmu-「背」、£

Ă
de-「尻、腸」、£Ĺmr-「肝臟、肺」、

£Ĺsik-「齒」、£Ĺno-「首、喉」、£
Ă
ap-「年上兄弟姉妹」、£

Ă
kep-「年下兄弟姉妹」、£

Ă
wa-

「息子」、£
Ă
i£Ĺmau-「妻の父」、£Ĺwau-「妻の母」、£Ĺkop-「姉妹の子供」、£Ĺka-「名」、

£
Ă
wi-「夫」、£Ĺep-「妻」、£Ĺbo-「脛」、£Ĺmo-「男性器」、£Ĺgrap-「舌」

b. -an型: £Ĺgipl-「頭」、£Ĺoml-「目」、£Ĺmapl-「額」、£Ĺpel-「胸」、£Ĺal-「兄、弟」、£Ĺawal-

「姉、妹」、£Ĺapl-「娘」、£Ĺkel-「同性同世代姻戚 (男)」、£
Ă
mn-「同性同世代姻戚 (女)」、

£
Ă
bn-「腿」、£Ĺgrapl-「脣」、£Ĺkopl-「臍」、£Ĺdaal-「脇腹」

c. -e型: £Ĺmom-「母方のをぢ」、£Ĺyau-「祖父」、£Ĺai-「祖母」、£Ĺduu-「同名の人」

次に不規則なものを示す。

(47) a. £
Ă
ape

父.1.POSS
∼£Ĺape / £Ĺne-n

父-POSS
b. £

Ă
mna

母.1.POSS
/ £Ĺma-n

母-POSS
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不變化だが所有者人稱接尾辭と關連すると思はれる末音-nを持つ語彙がいくつか見付か
つてゐる。

(48) £Ĺmr-n「～に對する愛情」、£Ĺpauna-n「顎、頰」、£
Ă
yopla-n「骨」、£Ĺipa-n「陰、靈」、£Ĺkowa-n

「祖父母、先祖」、£Ĺyaal-n「尾」、£Ĺbin-n「底」、£
Ă
kul-n「脂」、£Ĺmi-n「肉」、£Ĺkula-n「柄」、

£Ĺeri £Ĺekn-n「(木の)敷居」、£
Ă
duul-n「削りかす」、£Ĺnopla-n「粗朶、枯れた小枝」、£

Ă
kui-n

「翼、鞄の手」、£Ĺkrn-n「垢、雲脂」、£Ĺgiil-n「乾いた」、£Ĺnl-n「液」、£
Ă
gol-n「古い」

4.3 ゴリン語オムコライ・キア方言

ゴリン語オムコライ・キア (Omkolai Kia)方言はオムコライに居住するキア族の話すゴリ
ン語である *8。これまでと同樣の手順で調査結果をまとめる。
まづ所有者人稱接尾辭の異形態を示す。

(49) a. 1人稱: -nan, -an, ∅, -e, -anan

b. 一般所有者: -n

次に主要な屈折の型を示す。

(50) a. £Ĺo-nan

手-1.POSS
/ £Ĺo-n

手-POSS
「手」 -nan / -n (-nan型)

b. £
Ă
din-an

胸-1.POSS
/ £

Ă
din-n

胸-POSS
「胸」 -an / -n (-an型)

c. £Ďyau-∅

祖父-1.POSS
/ £Ďyau-n

祖父-POSS
「祖父」 ∅ / -n (∅型)

d. £Ĺmom-e

舅父-1.POSS
/ £Ĺmom-n

舅父-POSS
「頭」 -e / -n (-e型)

e. £Ĺbr-anan

頭-1.POSS
/ £Ĺbr-n

頭-POSS
「頭」 -anan / -n (-anan型)

上記の屈折型に所屬する語彙は次の通りである。

(51) a. -nan型: £Ĺo-「手」、£
Ă
kau-「足」、£Ďgai-「體、皮」、£Ďguma-「鼻」、£Ďgra-「口」、£

Ă
kra-

*8 本稿で用ゐるゴリン語オムコライ・キア方言の資料はグイニメ (Gwinime)出身でキア族 (Kia)ダイ・ガウン
(Dai Gaun)氏族のシネさんに敎へていただいたものである。
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「耳」、£Ĺmap-「額」、£Ďpau-「顎、頰」、£Ďkipa-「肩」、£Ĺmu-「背」、£Ďde-「尻」、£
Ă
yoplaa-

「骨」、£
Ă
sik-「齒」、£Ďno-「首、喉」、£Ďkuya-「靈、陰」、£

Ă
ap-「年上兄弟姉妹」、£

Ă
kep-

「年下兄弟姉妹」、£
Ă
wa-「息子」、£Ďap-「娘」、£Ĺkop-「姉妹の子供」、£Ĺgau-「孫」、£Ĺka-

「名」、£
Ă
am-「乳房、乳」、£

Ă
mo-「男性器」

b. -an 型: £
Ă
din-「胸」、£Ĺdan-「腹」、£Ďoin-「腰」、£Ĺal-「兄、弟」、£Ĺapaul-「姉、妹」、

£Ĺker-「同性同世代姻戚 (男)」、£
Ă
mn-「同性同世代姻戚 (女)」、£Ĺbon-「脛」

c. ∅型: £Ďyau-「祖父」、£Ĺai-「祖母」、£Ĺduu-「同名の人」
d. -e型: £Ĺmom-「母方のをぢ」
e. -anan型: £Ďbr-「頭」、£

Ă
br-「腿」

ボルミル方言や北ユリ方言と同じく語幹末に齒莖共鳴音をもつ-an 型とそれ以外の-nan
型が規則型であり、その他が語彙的に指定された變格である。-e型は今のところ一例しか
ないが、他のゴリン語方言と同樣に示した。
以上の型に加へて次の不規則名詞が見付かつた。

(52) a. £Ĺmr-anan

肝肺-1.POSS
/ £Ĺmri-n

肝肺-POSS
「肝臟、肺」 (-anan型 i語幹)

b. £Ĺape

父.1.POSS
/ £Ĺne-n

父-POSS
「父」 (1人稱不規則)

c. £Ĺmna

母.1.POSS
/ £Ĺma-n

母-POSS
「母」 (1人稱不規則)

不變化だが、語末に所有者人稱接尾辭に由來する可能性のある nを持つものを次に示す。

(53) a. £Ĺml-n「指、實」、£Ďnula-n「爪」、£Ďkan-n「腸」、£Ĺik-n「毛」、£Ĺmii-n「肉」、£
Ă
kul-n「脂」、

£Ďdaal-n「臭い匂ひ」、£Ĺgul-n「柱」、£Ĺip-n「種苗」、£
Ă
mori-n「掌」

b. £Ďbolai-n「上」、£Ďdaa-n「坂」、£Ďbra-n「端」
c. £Ďdman-n「年寄りの」、£Ďkun-n「同じ」、£Ďplaa-n「平べつたい」
d. £Ĺsr-n「質問」
e. £Ďyal-n £Ďi「その男」

次の例は語末の nの有無による自由變異をもつ語彙である。

(54) £Ĺmnan-n ∼ £Ĺmnane「匂ひ」
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4.4 ゴリン語ソルト・キア方言

ゴリン語ソルト・キア方言はソルト地域に居住するキア族の話すゴリン語である *9。多
くのゴリン語諸方言と同樣に有聲性のみが對立する 2系列の閉鎖音をもつ。語末にしか現
はれないが鼻母音が音素的に認められるのが特徵である *10。語頭の/k/が母音/a, e, o/の前
で [h]で現はれる。
所有者人稱接尾辭は 1、2、3人稱が區別されるのが他のゴリン語方言と異なる大きな特

徵である。次にそれぞれの接尾辭の異形態を示す。

(55) a. 1人稱: -na, -a, -o

b. 2人稱: -ni, -i

c. 3人稱: [+nas], -̃ı, -ũ, -e

上の 3人稱標識 [+nas]は語幹末の母音が鼻音化するものであり、3人稱所有者形で最も
多い。この型の語幹末母音として、對立する五つの母音全てが確認された。

(56) a. £Ćgra-na

口-1.POSS
/ £Ćgra-ni

口-2.POSS
/ £Ćgrã

口-3.POSS

「口」 -na / -ni / [+nas] (3人稱鼻音化型、語幹末音 a)

b. £Ĺde-na

腸-1.POSS
/ £Ĺde-ni

腸-2.POSS
/ £Ĺdẽ

腸-3.POSS

「尻、腸」 -na / -ni / [+nas] (3人稱鼻音化型、語幹末音 e)

c. £Ćgai-na

體-1.POSS
/ £Ćgai-ni

體-2.POSS
/ £Ćgãı

體-3.POSS

「體、皮」 -na / -ni / [+nas] (3人稱鼻音化型、語幹末音 i)

d. £Ćo-na

手-1.POSS
/ £Ćo-ni

手-2.POSS
/ £Ćõ

手-3.POSS

「手」 -na / -ni / [+nas] (3人稱鼻音化型、語幹末音 o)

*9 本稿で用ゐるゴリン語ソルト・キア方言の資料はワイドゥ (Waidu)出身でキア族 (Kia)シパ・カルベ (Sipa

Kalbe)氏族のマタ・カマさんに敎へていただいたものである。語中の pと bはミニマル・ペアが見付から
ず音素としてのステイタスに確信がもてないが、はつきりと違ひが聞き取れ、また出現環境が特定できな
いので區別して表記することにする。

*10 東シンブー諸語の中で鼻母音が報吿されてゐるものにソルト・ユイ語がある (Irwin 1974)。Irwin (1974)の
記述では語末の/N/(表記は ng)と解釋されてゐる。ソルト地域の特徵かもしれない。
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e. £Ĺkau-na

足-1.POSS
/ £Ĺkau-ni

足-2.POSS
/ £Ĺkaũ

足-3.POSS

「足」 -na / -ni / [+nas] (3人稱鼻音化型、語幹末音 u)

3人稱で-ũが出るものと-ı̃が出るものは、語幹末の子音が脣音であるかどうかで分布が分
かれる。

(57) a. £Ćno-na

首-1.POSS
/ £Ćno-ni

首-2.POSS
/ £Ćno-̃ı

首-3.POSS

「首」 -na / -ni / ı̃ (3人稱-ı̃/-ũ型、-ı̃)
b. £Ćmap-na

額-1.POSS
/ £Ćmap-ni

額-2.POSS
/ £Ćmap-ũ

額-3.POSS

「額」 -na / -ni / ũ (3人稱-ı̃/-ũ型、-ũ)

(57)の二つの型は、一つの上位屈折類「3人稱-ı̃/-ũ型」に屬する、語幹末音に條件づけら
れた下位タイプと見ることができる。
3人稱-ı̃/-ũ型で語幹末に齒莖共鳴音 l, r, nを持つものは、次の語形變化をする。

(58) a. £Ĺgeb-na

頭-1.POSS
/ £Ĺgeb-ni

頭-2.POSS
/ £Ĺgebl-̃ı

頭-3.POSS

「頭」 -na / -ni / ı̃ (3人稱-ı̃/-ũ型、l脫落)
b. £Ćm-na

肝肺-1.POSS
/ £Ćm-ni

肝肺-2.POSS
/ £Ćmr-̃ı

肝肺-3.POSS

「肝臟、肺」 -na / -ni / ı̃ (3人稱-ı̃/-ũ型、r脫落)
c. £Ĺdi-na

胸-1.POSS
/ £Ĺdi-ni

胸-2.POSS
/ £Ĺdin-̃ı

胸-3.POSS

「胸」 -na / -ni / ı̃ (3人稱-ı̃/-ũ型、n脫落)

上の例の通り、1人稱形と 2人稱形で語幹末音が脫落すると考へる。共時的には語幹交替
を認めることで接尾辭の異形態を最小限に抑へる分析である。他の言語・方言の語幹末の
齒莖共鳴音と對應するので、接尾辭附加と語幹末音脫落は通時的に起こつた變化でもある。
同樣に、語幹末の nが脫落するが、3人稱所有者接尾辭が-eで現はれるものがある。以

下の例の通りである。
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(59) £Ćpau-na

顎-1.POSS
/ £Ćpau-ni

顎-2.POSS
/ £Ćpaun-e

顎-3.POSS

「顎、頰」 -na / -ni / -e (3人稱-e型、n脫落)

その他、次の型がある。

「同性年上兄弟姉妹」 -na / -ni / -m (3人稱-m型)
b. £Ĺmn-nã=bia

姻戚 (女)-1.POSS=KIN
/ £Ĺmn-̃ı=bia

姻戚 (女)-2.POSS=KIN
/ £Ĺmn-̃ı=bia

姻戚 (女)-3.POSS=KIN

「同性同世代姻戚 (女)」 -na / -ı̃ / -ı̃ (2人稱-ı̃型)

(61) a. 3人稱鼻音化型: £Ćo-「手」、£Ĺkau-「足」、£Ćgai-「體、皮」、£Ćguma-「鼻」、£Ćgra-「口」、
£Ĺkra-「耳」、£Ćkipa-「肩」、£Ćmuu-「背」、£Ĺde-「尻、腸」、£Ĺyopla-「骨」、£Ćyuwi-「尾」、
£Ĺmo-「男性器」、£Ĺwa-「息子」、£Ćai-「祖母」、£Ĺgau-「孫」、£Ćka-「名」、£Ćiba-「陰、靈」

b. 3人稱-ı̃/-ũ型
-ũ: £Ćmap-「額」、£Ćkup-「腹」、£Ćam-「乳房」、£Ĺkeb-「同性年下兄弟姉妹」、£Ĺkop-

「姉妹の子供」、£Ćap-「娘」
-ı̃: £Ćsik-「齒」、£Ćno-「首、喉」
共鳴音脫落: £Ĺgeb(l)-「頭」、£Ĺom(l)-「目」、£Ćm(r)-「肝臟、肺」、£Ćgrap(r)-「舌」、

£Ĺdi(n)-「胸」、£Ćokai(n)-「腰」、£Ćbo(n)-「脛」
c. 3人稱-e型、鼻音脫落 £Ćpau(n)-「顎、頰」、£Ĺb(n)-「腿」
d. 3人稱-m型: £Ĺwi- =bia「夫」、£Ĺep- =bia「妻」、£Ćap- =bia「同性年上兄弟姉妹」
e. 2人稱-ı̃型: £Ĺmn- =bia「同性同世代姻戚 (女)」、£Ĺkeul-「臍」

例外的な語形變化が比較的多い。以下に示す。

(62) a. £Ĺnabe

父.1.POSS
/ £Ĺne-ni

父-2.POSS
/ £Ĺnẽ

父.3.POSS

「父」 (1人稱で語幹交替)
b. £Ĺnamne

母.1.POSS
/ £Ĺma-ni

母-2.POSS
/ £Ĺmã

母.3.POSS

「母」 (1人稱で語幹交替)

同性年上兄弟姉妹-1.POSS=KIN
(60) a. £Ćap-na=bia / £Ćap-ni=bia / £Ćap-m=bia

同性年上兄弟姉妹-2.POSS=KIN同性年上兄弟姉妹-3.POSS=KIN



26

c. £Ćal-an=bia

異性兄弟姉妹-1.POSS=KIN
/ £Ćal-en=bia

異性兄弟姉妹-2.POSS=KIN
/ £Ćal-ẽ=bia

異性兄弟姉妹-3.POSS=KIN

「異性兄弟姉妹」
d. £Ĺkel-ã

姻戚 (男)-1.POSS
/ £Ĺkel-̃ı

姻戚 (男)-2.POSS
/ £Ĺkel-̃ı

姻戚 (男)-3.POSS

「同性同世代姻戚 (男)」
e. £Ćmom-o

舅父-1.POSS
/ £Ćmom-ni

舅父-2.POSS
/ £Ćmom-ũ

舅父-3.POSS

「母方のをぢ」
f. £Ćdu-wo

同名者-1.POSS
/ £Ćdu-ni

同名者-2.POSS
/ £Ćdũ

同名者.3.POSS

「同名の人」
g. £Ćyaw-e

祖父-1.POSS
/ £Ćyau-ni

祖父-2.POSS
/ £Ćyaũ

祖父.3.POSS

「祖父」

不變化だが所有者人稱接尾辭と關連すると思はれる語末の鼻母音を持つ語彙がいくつか
見付かつてゐる。

(63) £Ĺnr̃ı「液」、£Ĺml̃ı「指、實」、£Ĺeg̃ı「毛」、£Ĺmı̃「肉」、£
Ă
kuũ「脂」、£Ĺobũ「種苗」

4.5 ゴリン語の先行記述

ゴリン語は、筆者以外の硏究者による記述硏究が存在する。ここで、これまでのゴリン
語記述とのデータ、分析の異同を示しておきたい。Bunn (1974: 49–53)では分離不可能名
詞に對して次のやうに a類、b類の二つの屈折類をたてる *11。

(64) a. -an (1人稱所有者), -in (2人稱所有者), -∅ (3人稱所有者)
b. -an (1人稱所有者), -in (2/3人稱所有者)

*11 Bunn (1974)の記述對象となつた方言は明らかではない。聲調については Bunn資料を筆者が再分析した語
聲調 (千田 2003, 2013)を示す。
Bunn (1974: 49–53)は、分離不可能名詞の記述において、實際には分離不可能名詞を大きく有生と無生の
二つに分け、それぞれに二つの屈折類をたててゐる。しかし、意味的な有生性の違ひは屈折類の觀點から
は關係せず、それぞれの a類 b類は同じ屈折をする。
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接尾辭の異形態の組み合はせの型によつて屈折類を立てること自體は本稿の方針と同じで
あるが、人稱の對立に關する觀察と語幹・接尾辭の分析について異なるところがある。
まづ、音素分析の違ひに由來する違ひがある。筆者の資料で音聲的に成節子音で現はれ

た子音の後の [n
"
]に對して、Bunnは成節子音を認めずに 〈in〉と表記する。これが資料自體

の違ひに基づくものか、分析の違ひなのか、あるいは兩方なのか、判然としない *12。成節
子音とは關係のない位置にも筆者の資料に確認できない/i/が示されてゐるデータもある。
次に、Bunnの分析によるそれぞれの類の具體例を見よう。

(65) a. £
Ă
wan-an

息子-1.POSS
/ £

Ă
wan-in

息子-2.POSS
/ £

Ă
wan-∅

息子-3.POSS
「息子」 (a類)

b. £Ĺgibil-an

頭-1.POSS
/ £Ĺgibil-in

頭-2/3.POSS
「頭」 (b類)

Bunnの示す (65a)の £
Ă
wan-an / £

Ă
wan-in / £

Ă
wan-∅等は £

Ă
wa-nan / £

Ă
wa-nin / £

Ă
wa-n等と語幹に n

を含めずに接尾辭の一部と見るのがよい。Bunnが a類の語幹として擧げるものは全て末音
nを持つてをり、この nが語幹の一部か接尾辭の一部か一見曖昧である。しかし、これが
接尾辭であることは、第一に、分離可能名詞の振る舞ひに明らかである。
分離可能名詞である £Ĺbolima「豚」や £Ĺgariba「土地」は所有人稱接尾辭の附加が義務的

ではない。3人稱所有者を接尾辭で表はす場合に、「彼の土地」は £Ĺgaribanといふ形式にな
る。Bunn (1974)では nを語幹末音として追加して屈折させる、と分析する。この考へを筆
者の理解により (66a)に示す。しかし、(66b)の解釋が可能であるならば、より自然ではな
いだらうか。

(66) a. £Ĺgariba-n-∅(土地-[語幹形成]-3.POSS)
b. £Ĺgariba-n(土地-3.POSS)

この語幹末音添加は、分離可能名詞が所有者人稱の屈折をとる際に必ず起こるものでは
ない。Bunn (1974: 50)自身が示すやうに、£Ĺibal「人々」に 3人稱所有者の接尾辭がつくと、
語幹交替を起こさず b類屈折の £Ĺibal-in「彼の人々」といふ形が出る。この、£Ĺgariba-nの-n

と £Ĺibal-inの-inとは音韻條件による異形態と考へられる *13。

*12 成節子音の前に iを表記するのは、表記上の問題である可能性もある。シンブー州の多くの言語で、固有
名の表記の際に成節子音の前の iを書く習慣がほぼ確立してゐる。

*13 そもそも本稿でのボルミル方言記述のやうに成節子音を認める場合には音素レベルでも同一の-nである。
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そして、Bunnの分析によると £
Ă
diin-など一部の b類語彙が末音 nを持つため、少なくと

も n終はりの語幹については a類なのか b類なのか、語彙的に決まつてゐると考へなけれ
ばならなくなる。Bunnの a類屈折語幹に末音 nを認めなければ、彼の a類と b類は語幹末
音の條件で決まる二つの規則型だといふことができる。
以上に基き、a 類と b 類のにつく接尾辭を次のやうに修正する (分節音表記は Bunn に

從ふ)。

(67) a. -nan (1人稱所有者), -nin (2人稱所有者), -n (3人稱所有者) (-nan型)
b. -an (1人稱所有者), -in (2/3人稱所有者) (-an型)

しかし、もう一つの問題が殘る。上に見える通り、Bunnの觀察によると、屈折類により
人稱の體系が異なるといふことである。筆者の資料ではこのやうな綺麗な分布は確認でき
なかつた。確かに-nnといふ形式が出るのは-nan型の方だが、所有者人稱は 2人稱でも 3

人稱でもありえ、また-nと置き換へが可能である。これが世代差なのか、地域差なのか、
分からない。この點についてはもう一つの先行硏究も參照してみたい。
Evans, Besold, Stoakes, and Lee (2005)はメルボルン大學で 2003年度の第一セメスターに

行はれた言語調査實習の成果として出した論文集である。所有者人稱接尾辭を扱つた論文
はないが、受講者全員が一緖に作つたといふ辭書のセクション (p189–213)には 32項目に
ついて所有者人稱による變化語形が擧げられてゐる。扱つた方言は、ユリ族のゴリン語だ
が、中ユリ方言、北ユリ方言などよりもゴリン・ミアン系の諸方言にむしろ近い *14。
Evans et al. (2005) のデータは 1/2/3 人稱所有者形が擧げられてゐる。以下に語形變化

の型をまとめる。まづ、Bunnの立てる二つの屈折類の語形變化パタンに合致するものが
(68a, b)の合はせて 19例あつた。

(68) a. -nan/-nin/-n型 (12例): daan-「脇腹」、de-「尻」、eb-「妻」、gra-「口」、imau-「妻の
父」、iwau-「妻の母」、kaa-「名」、kau-「足」、mu-「背」、no-「首」、wa-「息子」、
yau-「祖父」*15

*14 まづ第一に話者が自分の言語を「ゴリン語」だとしたところが特徵である。中ユリ方言、北ユリ方言など
を話すユリ族の場合、自分の言語を「ユリ語」と稱する。この論文集のデータを見るといくつかの語彙・
表現がゴリン・ミアン系方言の特徵を持つてゐる。例へば「やめろ」を意味する表現が bideraである。動
詞 bider-は典型的にゴリン・ミアンの語彙であり、多くのユリが「やめろ」を keraといふことはシンブー
ではよく知られてゐる。またこの本には CDがついてをり、音聲資料を聞くことができるが、韻律特徵も
他のユリとは異なる。

*15 yau-「祖父」の 3人稱所有者形は yaweもある。
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b. -an/-in/-in型 (7例): al-「異性兄弟姉妹」、kel-「同性同世代姻戚 (男)」、din-「胸」、
gibl-「頭」、kil-「臍」、komn-「長子」、yol-「母方いとこ」*16

3人稱所有者形に-ninが現はれる記錄は (69a, b)の合はせて 6例あつた。

(69) a. -nan/-nin/-nin型 (3例): e-「友逹」、mi-「肝臟」、oo-「手」
b. -nan/-nin/-nin∼-n型 (3例): ab-「同性年上兄弟姉妹」、keb-「同性年下兄弟姉妹」、

kob-「姉妹の子供」

その他次の變則があるやうだ。

(70) a. -e/-inin/-in型 (2例): mom-「母方のをぢ」、mam-「母方のをぢの妻」
b. -n/-nin/-n型 (3例): kna-「耳」、ne-「父」、yobla-「骨」
c. その他 (3 例): ai/ai-n/ai-n「祖母」、abl-an/abl-in/abl-an「娘」、mna/man-in/man-

in∼man「母」

Evans et al. (2005)のデータでは、1人稱に-nanが出る場合は 2人稱に一貫して-ninが使
はれる點では Bunnの立てた屈折類に近い。しかし、やはり-ninが 3人稱にも使はれたり、
-nと自由變異の關係になつたりする點は筆者のデータと共通する。

5 グナア語

グナア語 (Gunaa)*17 の分離不可能名詞はゴリン語ボルミル方言によく似てをり、1人稱
所有者とそれ以外 (一般所有者あるいは非 1人稱所有者)の二つの人稱・數が接尾辭により
義務的に標示される。1人稱所有者の接尾辭は複數の異形態を持つが一般所有者の接尾辭
は常に同じ形式で現はれる。

(71) a. 1人稱: -nan, -an, -anan, -∅, -e

b. 一般所有者: -n

1人稱所有者の形式のうち、複數の所屬語彙が存在するのは四つであり、これらにより分
離不可能名詞の屈折類を設定することができる。

*16 3人稱に!!の形式も使へるとのこと。 -an/-in/-in∼-n!!

*17 グナギ (Gunagi)、グナンギ (Gunangi)とも。本稿で用ゐるグナア語の資料はイギディ (Igidi)出身でグナア
族 (Gunaa)マルム・ク氏族 (Marm Ku)のマトリナ・マイさんに敎へていただいたものである。
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(72) a. £Ĺwa-nan

息子-1POSS
/ £Ĺwa-n

息子-POSS
「息子」 -nan/-n (-nan型)

b. £Ĺker-an

同世代姻戚-1POSS
/ £Ĺker-n

同世代姻戚-POSS
「同世代姻戚」 -an/-n (-an型)

c. £Ĺmr-anan

肝肺-1POSS
/ £Ĺmr-n

肝肺-POSS
「肝臟、肺」 -anan/-n (-anan型)

d. £Ďyau

祖父.1POSS
/ £Ďyau-n

祖父-POSS
「祖父」 -∅/-n (∅型)

上の屈折類は所屬語彙の多い順に提示してある。∅型以外は語幹末音の特徵に條件づけ
られた異形態だと考へてよい。次に、これまでに收集された各屈折類に所屬する語彙を擧
げる。

(73) a. -nan型: £Ĺok-「手」、£Ĺkap-「足」、£Ďgai-「體、皮」、£Ďguma-「鼻」、£Ďgra-「口」、£Ĺkra-

「耳」、£Ĺmap-「額」、£Ďkwipa-「肩」、£Ćmu-「背」、£Ďde-「尻、腸」、£Ďsik-「齒」、£Ĺnok-

「首、喉」、£Ćkuya-「陰」、£Ĺap-「年上兄弟姉妹」、£Ĺwa-「息子」、£Ĺmoi-「母方のを
ぢ」、£Ĺkop-「姉妹の子供」、£Ĺgau-「孫」、£Ďkak-「名前」

b. -an型: £Ĺoml-「目」、£Ďpaun-「顎、頰」、£Ĺdin-「胸」、£Ĺdan-「腹」、£Ĺokain-「腰」、£Ĺal-

「兄、弟」、£Ĺaupaul-「姉、妹」、£Ĺker-「同性同世代姻戚 (男)」
c. -anan型: £Ĺbr-「頭」、£Ĺmr-「肝臟、肺」、£Ĺmn- =£

Ă
bi「同性同世代姻戚 (女)」*18

d. ∅型: £Ďyau-「祖父」、£Ćai-「祖母」、£Ćdi-「同名の人」

各類の所屬語彙の形式を觀察すると、∅型 (73d)は語彙的に指定されてゐると考へるし
かないが、ほかの型は共時的には音韻的に條件づけられてゐる。∅に所屬する語彙は語幹
末音に高母音をもつといふ共通點があるが、語幹末音に高母音をもつものには £Ĺgau-「孫」、
£Ďgai-「體、皮」、£Ćmu-「背」など-nan型 (73a)に屬するものもある。一方で-anan型 (73c)の
語幹は母音を含まず、語幹末音が齒莖共鳴音 r, nのものであり、確認された所屬語彙の數
は少ないものの、これまでに例外がない。-an型 (73b)の屈折をする語幹は、母音を含んで
をり、かつ共鳴音に終はるものである。それ以外は全て-nan型に屬する。(73a-c)は規則型
であり (73d)の ∅型は變格だと言つてよからう。
以上の屈折類に屬さない例外も見付かつてゐる。1人稱單數所有者を表はすのに接尾辭

-e を使ふもの (74a)、補充法を使ふもの (74b)、語幹交替と接尾辭 na を使ふもの (74c) が

*18 £Ĺmn-anan=£
Ă
bi「!!」£Ĺmn-n=£

Ă
bi「!!」
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ある。

(74) a. £Ĺkep-e

年下兄弟姉妹-1POSS
/ £Ĺkep-n

年下兄弟姉妹-POSS
「年下兄弟姉妹」

b. £Ĺape

父.1POSS
/ £Ĺne-n

父-POSS
「父」

c. £Ĺm-na

母-1POSS
/ £Ĺma-n

母-POSS
「母」

不變化だが所有者人稱接尾辭と關連すると思はれる末音-nを持つ語彙がいくつか見付か
つてゐる。部分・屬性を表はす名詞 (75a)、形容詞・形容詞的動名詞 (75b)、場所名詞 (75c)、
その他 (75d)がある。

(75) a. £Ĺyopla-n「骨」、£
Ă
mi-n「肉」、£Ĺkumn-n「香り」、£Ĺip-n「種苗」

b. £Ĺdman-n「年寄りの」、£Ďkun-n「同じ、類似の」、£Ĺdokn-n「痒い」、£
Ă
nmn-n「強い」、

£Ĺplaa-n「平べつたい」
c. £ŚŊdak-n「坂」、£Ďbna-n「端」、£Ĺbak-n「途中」
d. £

Ă
sr-n「質問」、£Ĺbika-n「羊齒」

6 通時的觀點から見た分離不可能名詞と所有者人稱接尾辭

千田 (2011)では、東シンブー諸語の分離不可能名詞についてトーンの對應パタンが五種
類あることを示し、他の語彙のトーン對應をも視野に含めつつそのパタンが祖語の五種類
の語聲調に直接遡る可能性を示したところである。本稿で示した東シンブー諸語の分離不
可能名詞の屈折類は分節音の音形に關はる通時的な問題を提起する。

6.1 祖語の人稱體系に關する問題

ゴリン語やグナア語の所有者人稱の體系 (1/一般) は他の東シンブー諸語 (1/2/3/非單數)
に比べ單純である。祖語に假定できる體系は複雜な方であらうか、それとも單純な方であ
らうか。
クマン語、ドム語、ニマイ・ディカ語などに見られる 1人稱所有者、2人稱所有者、非單

數所有者を表はす-na, -n, -neは東シンブー諸語の人稱代名詞*£
Ă
na「私」、*£Ăen「お前、お前

たち」、*£
Ă
ne「我々、自分」に直接由來するであらう。また 2人稱單數所有者を表はす-nは

2人稱單數主語を表はす動詞の屈折接尾辭-nと、3人稱單數所有者の-mは 3人稱單數主語
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の-mと同一形式である。なほ、東シンブー諸語は、クマン語の £
Ă
ye「彼、彼女、彼ら」を

除くとほとんどの言語に 3人稱代名詞が存在しない。これらの言語では-na / -n / -m / -ne

(1/2/3/NSG)の四つの所有者人稱・數が對立してゐるが、上記の形式群の關係を見ると、あ
まり古いものだと考へる必要はないかもしれない。しかしどの言語も綺麗に殘してゐると
も言へる。以上は代表的な異形態であり、その他の異形態については後述する。
ゴリン語では祖語に假定される語末の m對 nの對立を失ひ、ソルト・キア以外の方言で

nに合流してゐる。これが所有者人稱・數の體系を單純化させる直接のきつかけだと言へ
るのではないか。といふのも、一般所有者を意味する-nの起源は、-n / -m (2/3)の合流以外
になささうだからである。また、ゴリン語諸方言でいくつか擧げてきた、不變化の n終は
りの語彙は、スワウェ語では m終はりに對應する。ゴリン語諸方言に見られる 1人稱所有
者を表はす-nanがスワウェ祖語の-nam (1SG)と同源だとすればゴリン祖語においては少な
くとも三つの所有者人稱を區別する*-nam / *-n / *-m (1/2/3)のやうな體系を持つてゐたと
考へられる (千田 2011)。また、ソルト・キア方言の 1人稱所有者接尾辭が-naであること
や、ゴリン語やスワウェ語では*-mの用法が擴大して多くの語彙に附加されてゐることを
見ると、1人稱の*-namは*-na(1.POSS)に*-m(POSS)がついた形式なのだらう。
東シンブー祖語の所有者人稱體系は、ゴリン語の現代諸方言に見られる二項對立のやう

なものではなかつたはずである。

6.2 相互關係表現に關する問題

クマン語エンドゥガ方言の 3人稱-mo、2人稱-nen型に代表されるクマン語の wa終はり
の語幹はそのままで、あるいは末音を eに變へて呼稱として使ふことができる方言がある
(本稿のクナナ・ク方言)。この wa終はりの語幹は全てが相互に同じ呼稱を使ひ合ふ關係呼
稱に由來する可能性がある。
まづ、awa「祖父母」についてみる。Pfantz, Pfantz, Rufinus, and Kai (2002)によると awa

は “his or her grandfather or grandmother or grandchild”、調査地は不明だが一見非對稱的な親
族關係にある祖父母と孫が同じ語彙で表はされる方言があることが分かる。エンドゥガ方
言やクナナ・ク方言に見られる gawa「孫」も明らかに複合形式 ga-awa(子供-祖孫)からな
る。屬性名詞が awaを修飾する構成は £ĎyaÏ £Ďawa-(男祖)「祖父」、£

Ă
ab £Ďawa-(女祖)「祖母」

といふ句にも現はれる。もとは awaが祖孫の相互關係を表はす唯一の形式として存在し、
のちに複合形式によつて男女や世代の區別がされるやうになつたと思はれる。

bawaについても、Pfantz et al. (2002)によると bawo “nephew, uncle”とあり、母方のを
ぢと甥姪が同じ語彙で表はされる方言があるやうだ。母方のをぢと甥姪の關係について
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は、それぞれ祖形*mo-、*kob-に遡ると考へられる別の語形が存在し、クナナ・ク方言では
£Ďbawa-(舅父)、£Ĺmom(i)-(舅父)、£Ĺkob(i)-(甥姪)の三形式が共存してゐる。このうち £Ďbawa-は
相互關係を表はす呼稱に由來し、£Ĺmom(i)-、£Ĺkob(i)-の二形式はもとからそれぞれの世代を
區別する親族名稱だつたのではないだらうか。
クマン語における wa 系の親族名稱は單獨で無標の呼稱として使はれるのを基本とし、

そこに現はれる特異な所有者人稱接尾辭の形態 (例へばエンドゥガ方言の-na(1) / -nen(2) /

-mo(3) / -no(NSG))は、他の親族名稱と若干異なる相互關係所有「〈所有者〉にとつて互ひ
に～の關係にある」を表はす系列に由來する可能性がある *19。
さうだとすると、クマン語だけでなく他の東シンブー諸語にもその痕跡がいくつか殘つ

てゐることになる。第一に、クマン語以外の東シンブー諸語のなかには「父」を意味する
語幹*ne-が 1人稱で補充語幹*apeで、「母」を意味する語幹*ma-が 1人稱で*mnaで現はれ
るものが多くあるが、これが呼稱、更には相互關係呼稱に由來する可能性がある。後者は
一見、單に*ma-na(母-1.POSS)からの縮約が起こつたやうに見えるが、1人稱所有者接尾辭
が-nanであるゴリン語の多くの方言で、mnanではなく語末に鼻音を伴はない mnaの形式
を維持してゐることを考へると、話者の意識の中では m-na(母-1.POSS)ではない可能性が
高い。また、東シンブー諸語の分離不可能名詞は、全語形にわたつて必ず同じ語聲調が與
へられるが、ゴリン語北ユリ方言では次のやうに 1人稱所有者形の聲調が異なる。

(76) a. £
Ă
ape

父.1.POSS

∼£Ĺape / £Ĺne-n

父-POSS

(47)の再揭

b. £
Ă
mna

母.1.POSS

/ £Ĺma-n

母-POSS

このやうに見ると、父母を表はす形式の特殊性は 1人稱所有者形が呼稱に由來するためで
はないかと疑はれる。
祖孫、舅父-甥姪、父子が同一の呼稱で呼び合ふ相互關係をなすことについては、間接

的ではあるがシンブー人の言語習慣に關する傍證もある。シンブー人のトク・ピシンでは
tumbuna 「祖父母」や bubu「祖父母」が孫の意味でも使はれ、ankol「をぢ」は「母方の
をぢ、甥姪」の相互關係の意味で使はれる。また非常に最近の英語をソースとする借用語
dedi も呼び掛けを中心に「父、息子」の相互關係を表はす意味で使はれてゐる *20。つま

*19 なほ、クマン語では分離不可能名詞につく 3人稱所有者接尾辭としては-moは稀だが、分離可能名詞につ
く 3人稱所有者接尾辭は原則-moであり、この系列から一般化されたものである。

*20 tumbunaや bubuに「祖父母、子孫」の兩方の意味があるのはトク・ピシンの辭書などにも記載がある。標
準的な使ひ方と言つてよい。ankolと dediは辭書に立項自體がされてゐない。
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り、これらの關係は現在の東シンブー諸語話者にとつても相互性を帶びた、どちらの EGO

からも同じ呼稱を使ふべき關係だと感じられるものなのである。
そのほかにも相互關係を表はす語彙がある。例へば、*£Ćdi-「同名の人」、*£Ĺker-「同性同

世代姻戚 (男)」、*£Ďimak-「妻の父、婿」、*£
Ă
mn-「同性同世代姻戚 (女)」、*£

Ă
kia-「夫の別の

妻」である。このうち最初の二つの 1 人稱所有形はほとんどの東シンブー諸語で*£Ćdi-e、
*£Ĺker-aに由來する 1人稱所有者形をもつ。*£Ďimak-eの反映形はゴリン語ボルミル方言に存
在する。ゴリン語諸方言ではボルミル方言の £Ăduu-「同名の人」、£Ăai-「祖母」のやうに 1人
稱所有者接尾辭が ∅であるものも多い。相互關係を表はす語彙の 1人稱所有者接尾辭は、
*-∅, *-e, *-aに由來する接尾辭をもつ割合が高いと言へる。すると逆に、これらの 1人稱所
有者接尾辭は呼稱形成接尾辭を起源とするのではないだらうか。ドム語では人名は單獨で
呼び掛けに使へるが、呼び掛けの接語=£Ďe、=£Ďaも存在する。これらがちやうど 1人稱所有
者接尾辭の異形態と關係するのではないか。
「同名の人」を表はす形式がニマイ・ディカ語で £Ĺdii-、ゴリン語で duu-、クマン語クナ
ナ・ク方言で不規則な交替語幹 di-∼diu-と若干不規則な對應を示すのはこの語幹が wa終は
りの相互呼稱を持つてゐた痕跡かもしれない。
クマン語エンドゥガ方言に現はれる 2人稱の-nenはゴリン語に現はれる一般所有者の自

由變異-nnに關係があるかもしれない。例へば Evans et al. (2005)のデータで mom-「母方
のをぢ」、mam-「母方のをぢの妻」の 2人稱形のみが-ininで終はるのは相互關係の 2人稱
所有者を殘してゐる可能性がある。

6.3 流音の實現に關する問題

東シンブー諸語の分離不可能名詞に關はる形態音韻法は齒莖共鳴音に n が後續するこ
とに伴ふ現象が多い。東シンブー諸語の固有語においては/t/, /s/の分布がほぼ語頭に限ら
れ、/s/は高母音か子音が後續する環境で、/t/はそれ以外で出るものがほとんどである。語
頭以外で/t/が出る體系的な例外はクマン語の主要な方言群 (本稿で扱つたものではエンドゥ
ガ方言)などで、/n/の前に [t^]が起こるもののみである。また、一方で流音/Ï/(クマン語の
み), /r/, /l/は語頭には起こらない。このうちいくつかの東シンブー諸語の形態音韻法にお
いて交替するのは/t, s, r/である *21。本稿ではクマン語エンドゥガ方言、ニマイ・ディカ語
ディカ方言で流音/r/が/t/になる閉鎖音化を見た。Lynch (1983)はクマン語の [t]と [r]が同
一音素の異音である可能性を指摘したが、これに [s]を加へる必要がある。ただし、現代
の東シンブー諸語においては最小對が生じてゐる言語が多く、今後はトク・ピシンや英語

*21 このうち/t, s/の交替は本稿では扱はなかつたが、ドム語 £
Ă
siula £Ĺtaula「蟲の名」など重複形式に見られる。
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からの借用語を受け入れながら對立例を增やしてゆくものと思はれる。それほど遠くない
昔に、/t, s, r/がどれも同一音素の異音の關係にあつたといふのが適切な言ひ方だと考へる。
以上を踏まへ、クマン語エンドゥガ方言の流音閉鎖音化規則を再考したい。先に擧げたの
は次の規則であつた。

(77) r, Ï→ t / n (クマン語エンドゥガ方言の流音閉鎖音化規則、(6)の再揭)

以上は次の二つの、この順番に適用される別の規則からなると考へる。

(78) a. Ï→ r / n (クマン語エンドゥガ方言の側面音 r化規則)

b. r→ t / n (クマン語エンドゥガ方言の r閉鎖音化規則)

一方でクマン語クナナ・ク方言では上の規則を兩方もつてゐないが、本論で論じた通り、
軟口蓋側面音が nの前で脫落する。

(79) Ï→ ∅ / n

以上の規則の設定が正しいとすればクマン語の語幹末の流音が Ï/r で交替するものは、
基底で Ïをもつてゐると考へるのがよいのではないか。さう考へればエンドゥガ方言では
上の規則だけで語幹末の Ï, r, tの交替を說明できる。クナナ・ク方言では別途規則が必要
になる。

(80) Ï→ r / L/R STEM]-[n (クマン語クナナ・ク方言の側面音 r化規則)

また、エンドゥガ方言で例を擧げると £Ďagr-a(兄弟-1.POSS) £Ďagr-o(兄弟-NSG.POSS)のやう
に接尾辭-na, -neの nが削除されるのも別途規則が必要である。

(81) n→ ∅ / Cr.[POSS. SUFFIX (クマン語の所有者人稱接尾辭の n削除規則)

£ĹagÏ-「兄、弟」、£ĹyobÏ-「骨」のやうに、流音交替する語幹の末尾の流音の直前にはほと
んどの場合閉鎖音がある。すると、そこに設定されるべき形態音韻規則は、少なくともあ
る段階では語幹末子音連續に關はる形で述べられるものだつたかもしれない。この假說に
とつて問題になるのは子音連續を語幹末にもたない*abaul-「姉、妹」がクマン語で流音交
替すること、そして側面音終はりの子音連續を語幹末にもつ*ogoml-「目」の反映形がどの
言語でも流音交替しないことである *22。この二つの語彙はどちらも比較的新しい複合形式
であることなどとこれらの問題が關係するのではないかと考へる。

*22 その他、クマン語エンドゥガ方言で £ĎdagÏ-「脇腹」も語幹末に子音連續をもつ。
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まづ、*abaul-「姉、妹」は流音交替語幹の屈折類が成立する以前に存在しなかつた新し
めの形式である可能性がある。東シンブー諸語の兄弟姉妹名稱の體系は、言語、方言によ
つていくつかのバリエーションがある。祖形で示すと以下の三通りが確認されてゐる。

(82) a. *£Ĺagl-「兄弟」/*£Ĺabaul-「姉妹」
b. *£

Ă
ab-「年上兄弟姉妹」/*£

Ă
keb「年下兄弟姉妹」

c. *£Ĺagl-「異性兄弟姉妹」 / *£
Ă
ab-「同性年上兄弟姉妹」 / *£

Ă
keb「同性年下兄弟姉妹」

クマン語は (82a)のみをもつ。ドム語やゴリン語オムコライ・キア方言では (82a, b)の二つ
が共存してゐる。ただし、ドム語第一方言では (82a)が優勢、ドム語第二方言では (82b)が
優勢である。ゴリン語方言の多くが (82c) の體系を持つてゐる。クマン語以外では年上・
年下を區別する語彙をほとんどの場合もつてゐることから祖語が (82a)のみからなる體系
をもつてゐたとは考へにくい。一方で、(82c)の體系に現はれる三形式は、クマン語以外は
全ての東シンブー諸語が保存してゐるやうなのである。

*£Ĺabaul-「姉妹」は*£
Ă
abを前部要素とする新しめの複合形式である可能性がある。冒頭

に述べた通り、東シンブー諸語の形態法は單純で、ほんの少しの複合の痕跡が認められる
だけだが、前部要素が*£

Ă
ab「女」だと考へられる化石的複合形式がいくつか東シンブー諸

語に存在する。「娘 (親族)」を表はす*£Ďabl-や、クマン語の「若い娘」を表はす £Ďabai、ドム
語の「女」を表はす £Ĺapalである。
以上のことから、*£Ĺabaul-「姉妹」は祖語の最終段階で加はつた新しい複合形式である可

能性があるが、そのことはニマイ・ディカ語ディカ方言で流音交替語幹でないことにも反
映してゐる。一方で、クマン語では他の親族名稱の振る舞ひに合はせて*£Ĺabaul-も流音交替
語幹に組み込まれる過程が起こつたことになる。
ところで、ニマイ・ディカ語ディカ方言で交替する流音を語幹末にもつ屈折型に屬する

ものは、今のところ見付かつてゐる所屬語彙は少ない。ニマイ・ディカ語ディカ方言の流
音交替する屈折類 (1人稱-a型)も、對應するドム語の屈折類 (1人稱-a型)も、所屬語彙は
親族名稱ばかりである。すると、この屈折類は本來、語幹末に側面音を最終要素とする子
音連續をもつ限られた親族名稱の語形變化をモデルとして、クマン語で大きく擴張、一般
化されたものだと言へるのではないか。
次に「目」を表はす形式について考へてみよう。東シンブー祖語の*£Ĺml-e「實、卵、指」

にあたる形式の多義的な樣子を東西シンブーにわたつて、また周邊の他の言語をも含めて
論じた Osmond (2001) は見逃してゐるやうだが、東シンブー祖語の*£

Ă
ogo+£Ĺml-e「目」は

複合形式で、前部要素は不明だが後部要素は*£Ĺml-eを含んでゐる。繰り返しになるが、東
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シンブー諸語の形態法は單純で、複合形式はほんの少しの複合の痕跡が認められるだけで
ある。しかし後部要素に*£Ĺml-eを含む語彙は他に*£Ĺgu+ml-e「乳首などの突起物」がある。
また、スワウェ語では祖語の*£Ĺml-eは*dwa-m「實、卵、指」に置き換はつてゐるが、「目」
も後部要素のみ取り替へて £

Ă
on £Ĺdwa-m(ドゥオム・コブ方言)などの形式で現はれる。この

複合形式の後部要素はもとは變化語形をもつてゐなかつた可能性が高い。例へば、東シン
ブー祖語の手指、足指を表はす形式はそれぞれ*£Ăog-o £Ĺml-e(手指)、*£

Ă
kal-e £Ĺml-e(足指)で、

前部要素が所有者人稱屈折をする一方、後部要素はその部分を表はす名稱なので人稱屈折
しない、あるいは常に 3人稱所有者形をとつてゐたと考へられる。その樣相はそのまま現
代諸言語に傳へられてゐる。これらのことが「目」を表はす形式の起源の傍證となる。お
そらくは前部要素が本來の「目」を表はす形式で、それに*£Ĺml-e「實、卵、指」を表はす形
式 (無變化、あるいは常に 3人稱所有者形)が後續した「目玉」を表はす複合形式が祖語の
段階で「目」の意味に變化した。それは、*£

Ă
ogo「目」と「手」を表はす*£Ăog-oとの違ひを

強める目的であつたかもしれない。本來人稱屈折しなかつた後部要素が分離不可能名詞の
體系に組み込まれた時にはクマン語の流音交替語幹の語幹變化規則は共時規則としてはは
たらかないやうになつてしまつてゐたのではないだらうか。

6.4 3人稱の-mに關する問題

全ての東シンブー諸語において 3人稱に-mが使はれる語幹は一音節でコーダを持たない
CV語幹である。例へばクマン語クナナ・ク方言では 3人稱-m型の所屬語彙は全て CV語
幹である。また、ニマイ・ディカ語の £

Ă
ga-「體、皮」、£

Ă
ki-「齒」、£

Ă
ka-「名」は今囘取り上

げた言語・方言では他に見られない形式だが、やはり 3人稱形が接尾辭-mを取る。これは
CV語幹のみからなる少數の閉ぢたセットのみが 3人稱接尾辭-mをもつてをり、クマン語
以外の言語でその勢力を擴大したことを示してゐるやうに思はれる。
東シンブー諸語の分離不可能名詞の語形變化を辿つてゆくと、音形に關して全ての言語

に共通して言へることがある。開音節の 1 モーラ 1 音節語が存在しないといふことであ
る。3人稱の-mは分離不可能名詞の最小の大きさを保つことに貢獻してゐるとも言へる。

6.5 i語幹に關する問題

クマン語エンドゥガ方言の 3人稱-e/-o型 i/u語幹とクマン語クナナ・ク方言の 3人稱 i

型について、それぞれ屈折類を紹介する段で、共時的な分析の仕方について議論した。エ
ンドゥガ方言では語幹の一部 (多くの環境で脫落する)、クナナ・ク方言では接尾辭と考へ
られる i/uは通時的にどのやうな經過を辿つてきたと考へられるだらうか。クマン語以外
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の東シンブー諸語の對應語形を見ると、i/u(性格には i)が語幹の一部であつたことが示唆さ
れる。
まづ、クマン語エンドゥガ方言のみに存在する u語幹、それも 1例しかない £Ďmud(u)-(エ

ンドゥガ方言)は i語幹であつたと思はれる。例へばドム語やニマイ・ディカ語で 3人稱 i

型の屈折をする。またクマン語以外では語幹の二つの子音の間に母音 uが存在しない。だ
とすると自然な音變化の方向は、i>uである。クマン語は子音連續の間に多く母音を插入
する。語幹*£Ămdi-の子音連續に uが插入され、語幹末の iがそれに同化したと言ふことが
できる。逆に、他の語幹で u>iが起こつたとすると自然な音變化では說明できないことが
たくさん起こつたことになる。
問題の i が末音になる規則的な母音語幹をいくつか發逹させた言語・方言があること

も、祖語において iが語幹末音であつた證據にならう。ゴリン語ボルミル方言の £Ĺgai-「體、
皮」、£Ămri-「肝臟、肺」はその例である。

i語幹には派生に由來するものもあるやうである。クマン語の £Ďnag(i)-「體、皮」、£Ďsig(i)-

「齒」、£Ďkag(i)-「名」(以上エンドゥガ方言)の語末の形式 giはなんらかの接尾形式だと考へ
られる。これらの前部要素はそれぞれニマイ・ディカ語の £

Ă
ga-「體、皮」、£

Ă
ki-「齒」、£

Ă
ka-

「名」と同源だと考へる。少し込み入つた對應なので一つづつ見てゆきたい
まづ、£Ďkag(i)-「名」は*£

Ă
ka「言葉」に-giがついたものではないか。-gi附加が起こらなか

つたニマイ・ディカ語では語幹 £
Ă
ka-は「言葉」の意味では所有者人稱接尾辭がつかず、「名」

の意味では所有者人稱接尾辭が義務的につく、といふ多義的な語幹である。-gi附加の起こ
つたクマン語その他の言語では前部要素の高型をそのまま反映するものがない。聲調の變
化は-gi附加に伴つて起こつたものではないか。その他の-gi附加が疑はれる語も-giなしの
ニマイ・ディカ語の語幹は高型、對應する-gi終はりの語は屈曲聲調をもつ。
エンドゥガ方言やクナナ・ク方言の £Ďnag(i)-「體、皮」は他の方言では gag(i)-(Bergmann

1966)で現はれる。東シンブー諸語では東西シンブー祖語の語頭の g/Nが合流してしまつ
てゐるが、西シンブー諸語の中ワギの nganj ‘skin, flesh’ (Ramsey 1975)などとの對應から語
頭の gは Nに遡る。すると、次の變化が起こつたと言へる。

(83) a. *£
Ă
Na + gi「體、皮」> *£ĎNa-gi (接尾辭附加による聲調變化)

b. > £Ďnagi (エンドゥガ方言やクナナ・ク方言で異化)

c. > £Ďgagi (他の方言は規則的に語頭で*N/*gが合流)

上の異化が起こるとすると、同樣に「齒」にも異化が起こつたと考へてをかしくない。

(84) *£
Ă
ki + gi「齒」> *£Ďki-gi (接尾辭附加による聲調變化) > *£Ďti-gi (異化) > *£Ďsigi (高母
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音の前で摩擦音化)

上に述べたやうに tと sは遠くない過去に異音の關係であつたと考へる。ただし、聲調を
見るとゴリン語諸方言とグナア語では*£Ďsigiをそのまま反映する形式が出るが、クマン語
やドム語では*£Ĺsigiでないと辻褄が合はない。ひよつとすると下降型の聲調が上昇型に變
化したゴリン語ゴリン・ミアン系方言や北ユリ方言などから gi附加された形式がクマン語
やドム語に借用されたのかもしれない。ドム語は第一方言が £Ĺsik-i、第二方言が £

Ă
ki-mで、

gi附加の過程を方言間で共有してゐないこともその傍證となる。

7 をはりに

本稿で示したデータはそれぞれの言語・方言につきお一人づつの協力者を得て聞き出し
たものであり、今後の調査が進めば修正が必要になる部分も多いかと思ふ。しかし、この
地域で現在調査に携はる硏究者が他にゐない狀況であれば、それぞれの共時態のあらまし
なりとも提示し、またこれらの言語・方言の關係を考察することに一定の意義があるかと
考へここに資料と見解を整理した。

略號

1 1人稱
2 2人稱
3 3人稱
KIN 親族
NSG 非單數
POSS 所有
SG 單數
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